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会 員 動静 , 評議 員 会 記事 会費 納 入 の 件 , 投稿 規定 , 本 会 役員 

> GR 
KOZRUERS BAO ft 5 
BBB KE スケ ル ガ ー ド 貫入 岩 体 の 主 成 分 元素 他 9 件 
金属 鉄 床 学 AlaskaJuneau 金 鉄 床 他 3 件 
石油 鉄 床 学 石油 生成 の 化学 的 一 面 他 1 件 
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会 報 


会 員 動 静 【 転 勤 及び 転居 〕 西沢 徳雄 (東京 都 港 区 芝 新 橋 5 の 12 住友 金属 鉄山 株 式 会 
SLI), MRE (埼玉 県 与野 市 上 落合 高谷 橋 259 の 1), 金子 寛 (島根 県 平田 市 河 
下町 昭和 鉱業 株 式 会 社 角 湾 鉄 業 所 ), HUE (東京 都 港 区 芝 新 橋 5 の 12, ERR 
山 株 式 会 社 鉄 山 部 ) , 秋元 善 稚 (青森 県 北津軽 郡 堆 田町 大 字 廻 坦 五所 川原 高校 水 元 分 校 ), 
小林 誠 (東京 都 練 馬 区 大 泉 学 園 町 558 セコ ミック 株 式 会 社会 社 寮 ), 斎 藤 不 二男 (芦屋 
市 精 道 町 96 土質 調査 所 芦屋 寮 ) , 長 川 雅昭 (東京 都 武 蔵 野 市 関 前 10 RRA PROTA 
wha), 中 島岡 (名 古屋 市 昭和 区 狭間 町 15), 加藤 祐三 (岩手 県 岩手 郡 松 尾 鉄 山 自 修 
%), SRM (東京 都 港 区 芝 三 田 功 運 町 1 AA SY PHB), 小玉 則雄 (長岡 市 長町 
長岡 ビル ー 階 3 号 ), 平山 晴彦 (日立 市 宮田 町 日 本 鉄 業 株 式 会 社 日 立 鉱業 所 ), HVS 
(東京 都 千代 田 区 平河 町 2 の 6 帝国 石油 株 式 会 社 探 鉱 部 地質 課 ) , 池島 柳 一 (東京 都 新宿 
区 戸塚 町 1 の 567) 


評議 員 会 記事 昭和 36 年 4 月 5 日 ( 水 ) 正午 より 東京 大 学 理 学部 地質 教室 小 藤 記念 塵 
REC, 本 年 度 第 2 回 の 評議 員 会 が 開催 さ れ た 。 
出席 者 河野 会 長 , 牛島 , 加藤 , 柴田 , SA, 末 野 , 竹内 , 八木 , 吉沢 , 渡辺 各 評 議員 , 
(BERK 石川, 上田, AR HT, AER TE. BH. BA, 原田 早川, 
待 場 , HN, 各 評 議員 ) 


報告 事項 

牛島, 竹内 , KAR ( 代 加 藤 ), 八木 各 常任 評議 員 ょ より 会 計 , 編集 , SB, 行事 に 関し て 

夫々 報告 が な され た 。 

Aig 

1. 会 員 入 退会 の 件 正会員 入会 6 名 , 購読 会 員 入 会 1 名, 特別 会 員 入 会 1 名, 正会員 
退会 6 名 が 承認 され た 。 

2. 総会 行事 の 件 昭和 36 年 度 総会 は 昭和 37 年 1 月 19 日 ( 金 ) 開催 し , 引 続 い て 
特別 講演 , 個人 講演 , 懇親 会 を 行う こと に 決定 し た 。 

3. 会 則 変 更 の 件 本 会 々 則 第 5, 6, 10, 12, 18 条 の 一 部 変更 の 件 が 故 織 され た 。 

4. その 他 本 年 10 月 秋田 市 及び 北海 道 で 開催 予定 の 関連 学会 に 本 会 も 参加 する こと が 
決定 さ Ree 


会 典 納 入 の 件 本 年 度 会 費 1,000 円 (但し , 大 学院 学生 を 除く 学生 会 員 は 本 年 度 に 限 
Y 500 円 ) を 未納 の 方 は 本 会 (HREM 8825 番 ) 宛 至 急 お 納め 下さ い 。 昨 年 度 以前 の 
AMOS ECARBMSELELRA, 特に 多額 に 藻 納 され て いる 方 は , 至急 お 納め 下さ 
ら な いと , 会 誌 の 発行 が 停止 され ます の で 御 注 意 下 さい 。 
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Variations in radioactivity and chemical elements 
across igneous contacts 


初 田 基 一 郎 (Zinichiro Hatuda)* 
西 村 進 (Susumu Nishimura)* 


Abstract : The contacts resulting from the intrusion of granitic 
materials into various rocks show large variations in chemical composition 
and alpha-activity along a traverse normal to the contact boundary. Trials 
of 167 sites of granite contacts have revealed that the alpha-activity 
variations have been found not only in wall rcoks but also in intrusive 
rocks, and those in the latter are more conspicuous than in the former. 
The shapes of variation in invading rock are tentatively classified into 
five types. On the other hand, studies of these variations by the analyses 
of closely spaced samples using semi-quantitative spectrographical method 
and by measurements of beta-activity have been described. The results 
obtained by spectrographical method indicate that across the contact of the 
shallow intrusive, the increase of volatile matter within the invading rock 
with decreasing distance from the boundary is conspicuous, but across the 
contact of deeper intrusive, the distributions of volatile matters are obscure, 
that is, distributions of all of the minor elements are averaged when high 
temperature and concentration gradieints prevailed. No remarkable varia- 
tions in beta-activity distribution have been found across contacts in spite 
of the large variations in alpha-activity distributions. 


1. if 言 


筆者 ら は 1955 年 頃 よ り 花 賠 岩 接触 部 の 放射 人 角 分 布 を 研究 し , 接触 部 を 横切る 線上 の 放 
射線 強度 分 布 が 岩 体 に より 非常 に 異な る こと を 発見 し , これ は 接触 機構 の 解明 に 示唆 を 生 
える こと を 指摘 し た リリ 。 現在 まで に 測定 を 終っ つた 個 処 は 167 地点 で , AYN + + AD 
各地 に わた る 。 今回 それ ら の 結果 を 総括 し , DO, 代表 的 試料 に つい て B 線 放 射 能 測 定 お 
ょ び 分 光 分 析 を 行 な つ た 結果 な ど と る も 関連 し た 考察 を 行 つ た 。 こ こ に 発表 する 。 
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花 貼 岩 接触 部 に お ける 放射 性 元素 , その 他 の 元素 の 分 布 は , それ ら 元 素 自 体 の 化学 的 ・ 
物理 的 性 質 に よ ょ つて は も と より , SHU, つぎ の よう な 環境 条件 に よ ょ つて 支配 され る 。 す 
な わ ち , 1) RHEOTEMBRARALKLXORBMOHRE, 2) BALRRA, すなわち , 
賃 入 し た 位置 の 圧力 ・ 温 度 , また , 謝 入 時 の 花 賠 岩 体 の 温度 ・ 圧 力 と 周囲 の 温度 ・ 圧 力 の 
差 , 3) RAL RTEHBAOAS &, 4) 最初 賃 入 し た 花 賠 岩 体 と 周囲 の 岩石 と の 化学 成 
分 の 違い , 5) BAMEAKRORBERAOSHE ZETHSO 

EB EE MM OILERAOR biz OV Tid, Dennen 23 1951 年 分 光 分 析 に ょ つて 得 
た 主要 成分 (AL Fe, Mg, Mn, Ca, Na, K) の 分 布 の 結果 を 発表 し た が , 筆者 ら は こ 
れ と 違っ つて 主 に 放射 性 元素 と 他 の 移 元 素 含有 量 の 分 布 の 観点 か ら 取 り 組 も うと し て いる 。 

CORK, 三 つ の 部 分 より な り , 第 一 部 は 放射 能 分 布 , 第 二 部 は 分 光 分 析 に ょ る 元素 
DAA, 第 三 部 は それ ら に つい て の 岩石 学 的 問題 点 の 提供 を 主として いる 。 

本 実験 に 用 いた 主要 な 器械 な らち びに 装置 は , 耳 型 ロー リツ ェ ン 電位 計 , 名 古屋 工業 技 
術 試験 所 の 低 バ ペック グラ ウン ド ・ ガス フロ ー・ カウ ンタ ー, Jarrell Ash Co. #1 3.4m 
平面 回 析 格 子 分 光 分 析 器 お ょ よび マイ クロ フォ トメ ー タ ー で ある 。 ここ に この 実験 に 関し て 
た まわ つた 名 古屋 工業 技術 試験 所 第 四部 森田 清 課長 , 標 本 茂 正 技 官 両氏 の 甚大 な る 御 協 
力 ・ 御 援助 に 対し 深く 感謝 の 意 を 表す る 。 


2. 花 同 嘆 接 触 部 に お ける 放射 能 分 布 


(1) < 線 を 主 よ と し た 放射 能 分 布 

WEAK AOR, 接触 面 に 出来 る 限り 直交 し た 線上 で , 接触 面 に 近い 程 間 隔 を 
せま く , 離れ る に 従 つ て 間隔 を 拡げ て 行 な つ た 。 すなわち , 通常 は , Bat OES - 
BHOMAM 0.1, 0.2, 0.3, 0.4, 1, 2, 3, 5, 7, 10m と いう よう に 点 を 選び R 
料 を 採集 し た 。 ま た , この 採集 法 の 適 六 を し ら べ る 意味 も 兼ね て , 次 節 以 下 の 実 験 に 供 す 
る た めい に 花 賠 岩 ・ 母 岩 の 両 者 に わた つて 境界 面 よ り 10m まで を 10cm お き に 試料 を 探 集 
し た が , « 線 を 主 と よ と した 放射 人 能 分 布 で は , 前 記 の 試料 採集 方 法 に よる も の と 殆ど 違わ な い 
傾向 を 得 た の で , 特に 厳密 を 要する 場合 以外 に は 前 者 の 方 法 で 差 支 えな いと 思わ れる 。 
測定 に は 約 150g の 試料 が 28 2YY a SATS ECHL (粒度 の 問題 に つい て は 
文献 1. BR), その うち 60g を 用 いた 。 

測定 装置 は 第 1 図 に 示し た よう な も の で , MHORH : MeL LZKHMa-yysy 
電位 計 で ある 。 性 能 試 験 の 結果 (文献 1, 2, 3, BIR) TE CH 2 図 の 様 に この 器械 で 
測 ら れる 放射 能 (指標 の 移動 速度 と し て 測 ら れる ) は , < 線 の 電離 に 基づく 部 分 が 8 線 
の 電離 に 基づく 部 分 の 約 8 倍 , 堆積 岩 で も 約 4 倍 で , 》 線 に よる も の は に ほとんど 測定 誤差 
の 範囲 内 に な る こと が わか つた 。 し た が つて , e« 線 の し や へ い 用 スク リー ン な し で 測定 し 
た と き の 放 射 能 は 主として < 線 に よる も の と 考え て ょ い 。 

測定 結果 167 測線 の 測定 結果 で は , も ちろ ん 全般 的 に みて 放射 能 は 母 岩 の 方 が 花 賠 岩 
より も 低い が , & REEL LLB AHR KOR ODMH ANS (第 3 図 )。 
第 エ 型 , 放射 角 分 布 曲線 は 母 岩 中 で は 花 賠 岩 中 より も 低く , また 変化 も 小さ い が , 境界 
面 の 近く で 小さ な 山 と 谷 を 作る 。 花 内 岩 に 入 つ て 急 に 放射 秀 が 閉 く 増大 し て 20cm 附近 
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Ve UE 7 HEU eau dal ie 
SUH 2m の 位置 で 放射 能 の 谷 
を 作り , BUM 4~5m の 位置 で 
二 番 上 中 の 山 を 作る 。 そ の 後 次 第 に 一 
定 値 に お ちち つ いて 行く が , その 値 は 
他 の 型 の 放射 能 分 布 曲線 を 示す 花 賠 
岩 の そ れ よ り る も 一 般 に 高い 。 典型 的 
な 場合 に は , 接触 部 に 20cm ほど 
意 准 層 と 思わ れる 細 匂 の 部 分 が あり 
岩 体内 部 で は 粗 灯 に な る 。 ま た この 
型 の 花 賠 岸 は ペグ マタ イト を よく 伴 
な う 。 こ の 型 の 放射 能 分 布 は 田 ノ 上 
(BAR) 岩 体 西 部 , 比良 GAR) A 
PA, 玉野 (岡山 県 ) 岩 体 な どの 接触 部 
に み ら れ る 。 

BV, BI 型 に よく 似 て いる 
が 第 一 の 山 と 第 二 の 山 の 間隔 が せま 


第 1 図 KH. 型 ロ ー リ ッ ツェン 電位 計 
it ta 


T= We ey EI eee 
試料 3. fa 4. BERRA 
5. WES 6. KB 7. BRE 


bo 


CERIN EAD HEART COME (滋賀 県 ) 岩 体 , 日 田 ( 福 岩 県 ) 岩 体 が 属 


する 。 


FILA 全般 的 に 第 エ 型 より る も 放射 能 は 低く , 母 岩 中 で 接触 面 より 約 1m 手前 か ら 放 
射 能 が 強く な り , 花 庫 岩 の 中 に 入 つ て か ら も ひき つづ き 増 加 の 傾向 を と り , 約 2m 附近 で 
山 を 作る 型 で 第 エ 型 の ょ うに 境界 面 近 く の 著 し い トピ ー ク や 2m 附近 の 極小 は な い 。 

徳山 (山口 県 ) 岩 体 南部 , Ale (広島 県 ) 岩 体 , ELL (BER) ar, 御在所 山 (三重 県 ) 岩 
tK iH GRABS) 岩 体 , EEA (ABI) 岩 体 , 岡崎 (愛知 県 ) の 両 雲母 花 賠 岩 体 の 接触 部 


な ど が この 型 に 属す 。 
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第 III 型 , 前 述 の 第 エ ・II 型 よ り も 全般 的 に 放射 能 水 低く , Beet Cisaimor 1 - 
Il 型 に くら べ て 境界 面 の か な り 手 前 か ら 放 射 能 が 上 昇 し , 花 賠 岩 に 入 つ て る も 次 第 に 上 蜂 
Tho SL CHIE DH 4~5m の 所 で や つと 極大 値 に 達し , 以後 , ほとん ど そ の 値 を 
持続 する 。 こ の 型 を 示す 岩 体 は , 木屋 (京都 府 ) ak, POI (BR) ORR POAT FE 
野 酸 性 岩 (和歌 山県 ) 南部 , 高 月 山 ( 愛 嬢 ・ 高 知 県 ) 岩 体 な ど で あ る 。 

た ゞ し , この 第 II 型 と 第 I 型 の 中 間 的 な も の る も 存在 する 。 そ れ ら は 阿武 隈 (福島 県 ) 
の 岩 体 , 徳山 岩 体 北部 , 松山 (愛媛 県 ) 岩 体 な ど で あ る 。 

第 IV 型 放射 能 分 布 で は 極端 な 型 の ーー つ で , 花 賠 岩 ・ 母 岩 を 通じ て 放射 人 角 が 非常 に 
低く か つ , ほとん ど そ の 値 に 変化 が み ら れ な いも の で , 柳生 (京都 府 ) 岩 体 の 場合 な ど が 
その 典型 的 な 例 で ある 。 

また , 第 TIL 型 と 第 IV 型 の 中 間 的 な も の も あり , これ に 属す る 岩 体 は 北上 山地 (岩手 
県 ) 岩 体 , 高 水 (山口 県 ) 岩 体 で ある 。 

(2) A 線 放 射 能 分 布 

WEAK 前 和 侵 で の べた 第 エ 型 に 属す る 田 ノ 上 岩 体 西部 と 第 III 型 に 属す る 木屋 岩 体 
の 接触 部 と を えら び 6 放射 能 を 測定 し た 。 試料 は 接触 画 に ほ ゞ 直角 な 線上 で その 両側 に 
各 10m の 範囲 まで を 10cm ご と の 間隔 で と つた 。 270 メッツ シュ 以下 に 粉 物 し た 試料 2 
8g づつ を と り , 測定 は 医 理学 研究 所 鑑 低 ベッ ク グ ラン ド ・ ガ ス フ ロ ー・ カ ウン ター を 用 い 
CHRO. COREL ART RAH 1 cpm で あぁ つて , 岩石 の 様 な 低 放射 秀 源 の 測定 に 
は 非常 に 有効 な も の で あぁ る 。 〇 ガス を 直接 電離 函 中 に 流し て , 試料 か ら 発する 放射 線 を 
ガ ィ ガー 域 で 測定 する も の で , BRED EDYEGMECLO AA, 逆 同 時 計数 回 路 を つ 
か つて 内 外部 か ら の Y 線 に よる 計数 を 取 除 き 試 料 か ちら の BRL © 線 の み の 計 数 を 行 な 
う も の で ある 。 今回 の 実験 で は , 8 線 の 計数 丸目 的 で あつ た の で , 試料 の 上 に Al OFF 
Re BATHS 9.6mg/cm? に し た も の を & 線 し や ゃ 断 用 に 載せ た 。 

測定 結果 第 4 図 , 第 5 図 の 最上 部 に それ ぞ れ 田 ノ 上 岩 体 西部 , 木屋 岩 体 の 測定 結果 を 
示す 。 こ の 図 で 注目 され る こと は , 田 ノ 上 岩 体 西部 と 木屋 岩 体 と で e BPEL LH 
HEA Clk, 第 工 型 と 第 III 型 と いう よう に 非常 に 異な る に か か わら ず , B 放射 能 分 布 
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で は 両者 の 問 に 著しい 差異 が 認め られ な いこ と で ある 。 


3. 分 光 分 析 に よる 花 賠 滞 接 触 部 に お ける 元素 分 布 

(1) Wea 

前 述 の 8 線 放 射 能 測定 に 供し た 試料 の 一 部 分 を 使用 し , Jarrell Ash Co. @ 3.4m 
Plane Grating Optical Spectrometer お よび Microphotometer に より 測定 し た 。 

電極 は 日 本 カー ボン K.K. 人 鎧 の スペ シャ WREST A, 試料 電極 は 直径 約 0.6cm 
長 さ 約 6cm で , その 上 部 に どれ る も 同一 の 深 さ と 内 径 と を も つよ うに ドリ ル で 祥 を あけ た 
も の を 人 準備 し , 測定 に は これ に 試料 を 一 杯 つめ て 用 いた 。 上 方 の 電極 は 同じ 直径 で 先端 を 
容 が ら せ た も の を 用 い , 電極 間隔 が 3mm に 調節 し , 水冷 式 電極 支え に つか ませ た 。 

発光 は 直流 アー ク で 電流 を 最初 7 アン ペア に な る よう に 調和 飾 し , あぁ と は 手 を 加え ず に お 
いた 。 発光 条件 は , スペ クト ル 域 が 2400~4600A で , スリ ッ ト 幅 は 20u, BHR 
55 HCHO. 現像 液 に は コダック D-19 を 用 い , 20°C の も と で 5 分 間 現 像 を 行 な 
い , 定着 に も コダック 定着 液 を 使用 し た 。 

各 元 素 の 判定 線 に は 第 1 表 に あげ た 波長 の も の を 特に えら び , 検量 線 法 に よる 半 定 量 を 
行 な つ た 。 結果 の 表示 に は W. Geilman u. K. Bruger3) の 区 分 に し た が つて 5 段階 の 
数 字 を 用 いた 。 す な わ ち , 

5 また は +++ (sehr stark) 2 また は 土 (eben erkennbar) 
4 また は ++ (stark) 1 は た は 一 
3 また は a8 (sehr deutlich) 
(2) 分光 分 析 の 結果 
花 軸 岩 接触 部 に お ける 種々 の 元素 の 分 布 を 分 光 分 析 の 結果 に も と づい て 大 要 を 説明 す 


第 1 分 光 分 析 の 測定 に 用 いた 波長 


Al 3082.16 A 2852.13 Ti 3349.04 
: 3092.71 Mg |2802.70 : 3361.21 
As 2780.20 LR 3110.71 
3046.72 3118.38 
Ae URLD K ees an 3125.28 
2496.78 3138.41 
a as Neel 3183.98 
3302.99 
3185.40 
Ca {3179.33 tee Yb 3289.37 
; P {2885.85 
Co 3405.12 2553.28 Yt 3243.28 
Cu BS, Pb 2863.33 Zn ae 
3273.96 Si wai 88 3345.02 
Fe 3091.58 3034.12 Zr 3391.98 
3072.88 Sn 3009.15 
ae 2904.41 2863.33 
2820.22 | 3175.02 
2641.41 3290.59 
3601.40 
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第 4 図 田 ノ 上 岩 体 の 8 放射 能 分 布 と 元素 の 分 布 
(但し 最 下 部 の 点 は 試料 の 位置 を 表わす ) 
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BOR 木屋 岩 体 の 8 BNA LITHO 
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第 6 図 高 水 岩 体 の 元素 の 分 布 
| 


Hornfels ' Granite 


a ee on 


Sn SS gs 
ーー 
Si y 


ee a 
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As, | 
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4 
i] 
vs ter woes 
5 0 5 10m 


Ho 測定 に 供し た 試料 は 田 ノ 上 , 木屋 両 岩 体 の ほか 高 水 岩 体 を 加え た 三 岸 体 で ある 。 結果 
は 第 4 図 , 第 5 図 , 第 6 図 に 示す 。 最 下線 上 の 点 は 測定 に し た 試料 の 位置 を 表わす 。 
まず 全般 的 に (1) 量 の 多い も の は Si, Al, Na, Fe, K 等 で ある 。(2) 田 ノ 上 岩 体 で 
(4G hd aa LK Y 7 x LV ADBEMIERUC ARE CB FZ 2, {DX HHACI-O-D FE A AG, 
= SOTRODAD SHAT HW, HERA ¢ (hha ¢ OM DEMME BW CIEE Y 
甚 し か つた こと が わか る 。 (3) A? LAA CB BEI 揮発 性 元素 が 集 つ て いる の 
RELA Bs 他 の 岩 体 で は 存在 量 が 少な いか , 殆ど 分 布 が 均一 で 特に 集 つ て き て いる と は 
BREN (4) 前 記 の 発光 条件 が U, Th の 検出 の た め に は 悪 条 件 で ある に も か か ね わ 
DF) 田 ノ 上 岩 体 で 接触 部 か ら 花 内 岩内 部 の 20cm の 所 に Th の 存在 が み と め ら れる 。 
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第 7 図 BRR AA kM ERA—BRA—K 
長石 ・ 三 成分 系 の 関係 


Or 


688 ERG—-#RA-KRA=RARHE RO 
BAAMER (N.L. Bowen) 


Or 


x ne 
An Ab 


FEAR MAODBA ds b DABS ZBAIIAEAO MANS 
XX か ら Y に 向う 。 


次 に 各 元素 の 分 布 の 
特徴 を 列記 し て みる と , 
接触 部 に お いて 三 岩 体 
共通 し て 分 布 に 著しい 
変化 の な いも の は Si, 
Al, Zr, P で あぁ あり, 田 
ノ 上 岩 体 に 於 て 他 の 岩 
体 に くら べ て 接触 部 で 
は つき り 変 化 の みとめ 
られ る も の は As, Co, 
Ca, Mg, Ti, Yt, Zn, 
V で あぁ ある 。 特に この 中 
で Ca As tik BS 
体 に 於 て は ホル ン フ ェ 
ルス の 内 部 で 接触 部 か 
ら 3~5m 位 の 所 か ら 
増加 し 花 賠 岩 と 同じ よ 
うな 存在 量 を 示し て い 
Bo Na, Ca, Cu (i 
ノ 上 岩 体 で は 変化 に と 
む が , 他 の 岩 体 で は 単 
調 な 分 布 を する 。 こ の 
WOR Au, B, Kk, 
Ti, CREDSND 
B, Th, Hf は と 放射 
能 の 強い と ころ に 多く 
存在 し , K, B, Ca, は 
8 放射 能 の 強い 所 に 多 
CAPLET HAM, Zn は 
放射 人 能 の 弱い 所 に 多 
く , また , PB BHD 
憎い と ころ と Pb の 少 
ET Se a 
で いる CSC 
Zr は 変化 に と ん で いる 
に も か か わら すず 放射 能 
と は 一 定 し た 関係 は 認 
め ら れ な い 。 各 岩 体 は , 
yan wo, Ca YD 


AA 
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Zr に よ ょ つて 特徴 づけ られ る 。 すなわち B は 高 水 岩 体 で は 存在 が みとめ られ ず , AEE 
体 に 一 番 多 く 存 在 し , か つ , 8 放射 能 の 大 な る 所 に 多量 存在 する が , 木屋 岩 体 で は 含有 有 量 
少な く 変 化 も あま りな い 。 Ca の 含有 量 は 母 岩 の 性 質 に より 異な る らし く ホ ルン フェ ン ル 
ス 中 で は 高 水 岩 体 の 場合 が 一 番 多 い 。 HALA, 高 水 岩 体 に お いて は 田 EERE 
り も 多少 著しい 。Yb の 分 布 は 木屋 と 田 ノ 上 岩 体 と で は 少し 似 て いる が 高 水 岩 体 で は み と 
め ら れ な い 。 Yt は 高 水 岩 体 で は 存在 し な い 。 和 母 岩 中 で は 木屋 岩 体 の 方 水田 LEAKEY 
も Yt は 少な く , me COLLOMLADIWBo 


4. FERBORKD & MBS LES MHRA AERO ML ORR 


地質 調査 所 の 服部 , 野沢 両氏 が に より まとめ られ た 二 邦 産 花 褒 岩 の 分 析 値 を 用 い , HOR 
の 放射 能 分 布 曲線 の 型 と , その 接触 作用 に あず か つた 花 得 岩 の 化学 成分 と の 関係 を いろ い 
ろ と 取扱 つて みた が , あま り は つき り と し た 関連 性 が 認め られ な か つた 。 しかし, BHM 
属す る 花 内 岩 に つい て ノル ム 計 算 か ら 正 長石 一 葛 長 石 一 灰 長石 の 三成 分 系 図 を 描い TA 
る と 第 7 図 に 示す 如く , 各 型 に より その 占め る 領域 が か な り は つき り と 限ら れ て いる 。 こ 
と が わか る 。 そ し て この 第 IV っ 11I っ I っ > I 型 の 変化 は N.L. Bowen) が 1928 年 に 「 
述べ た 分 別 唱 出 が 行なわ れる 条件 下 で の 長石 の 論 化 の 方 向 (第 8 図 )) な ら び に 加納 博 が 
1957 年 地 団 研 第 11 回 総会 の シン ポジ ュ ウム で 発表 され た 秦 成 岩 質 岩石 か ら 花 沿 岩 質 岩 
右 へ の 変化 の 方 向 と 非常 と に よ く 類似 する (第 9 図 )。 加納 は 各 岩 体 の 個々 に つき 検討 し て 


第 9 図 正 長石 一 曹長 石 一 灰 長 石 三成 分 系 に よる 


変成 帯 に ある 花 賠 岩 の 分 類 (加納 博 ) 


Or 


oF 
@ SiO, 659%, O SiO, 7096 
1. 段 戸 古 期 , 阿武 隈 , 茂 市 2. She 3. Ay ae ee 
4. FRE 5. 水上 , 山 津 , 船津 6. 丹沢 , 遠野 , =P 
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どの 場合 に も 変成 岩 的 な も の で は An ARH EMSC An 分 が が 乏しく Ab 分 と Or 
分 の 比 が 1:1 から 2:1 に 近く な る 傾向 が ある と 指摘 し た 。 こ れ ら の こと と る も 考え あわ 
す な ら ば , BIA LOA CHAAAICIIO BL ES BRAL CCX RBH 
BED TOM CH), これ に 対し て , 第 IV 型 は 深 所 に お ける いわ ゆる 広域 接触 変成 の 場合 
の 型 で , 導入 岩 し ょ う は 燃 融 部 分 が 少な く て 変成 岩 に 近い も の を 作 つ た と 療 え られ る 。 こ 
の よう に みれ ば , 第 械 型 か ら 第 IV 型 ま で の 型 の 相違 は 減 所 か ら 深 所 へ , あぁ あるいは, kM 
岩 か ら 変 成 岩 へ の 変化 に 対応 する も の で は な か ろう か と 考え られ る 。 


Se 54 び 


まだ , 今後 に 多く の 問題 を 残す が , 現在 の と ころ , 次 の よう な 事柄 が 推論 され る 。 

1) BASBL ID AECAAMAK EV ERMBA CS «REEL LCBHRAHAS I 
BERT o 

(2) 花 賠 岩 が 片 理 を も つた り ," その 接触 部 が は つき り し な く な る 程 , すなわち , 同化 
作用 の 激 し か つ た 場合 ほど < 線 を 主 と し た 放射 能 分 布 は 第 IV 型 に 近づく 。 

(3) JFRREACRAL BAND SHOALS 著しい よう な 半 深 成 岩 的 な 岩 体 で は 前 
述 の 特殊 型 (第 VB) を 示す 。 

(4) 8 放射 能 分 布 で は @ 放射 人 能 分 布 で 各 型 に 区 別 さ れる よう な 著しい 変化 は な い 。 

(5) イオ ン 半 径 , 原子 価 , 存在 量 な どの 関係 か ら 造 岩 鉄 物 の 中 に 入り に くい よう な 元 
素 , 中 で も 主として 揮発 性 元素 例え ば B, Th, Hf 1 @ 放射 能 分 布 に 似 た 分 布 を 示す 。 
K, B, Ca は A 放射 人 秀 の 強い 所 に 多く 存在 する 。 ま た , 8 放射 能 の 弱い と ころ で Pb が 
少な く Zn が 多い と いう 結果 が み ら れ た 。 

(6) ノル ム の 長石 成分 と @ 放射 角 分 布 の 型 と の 聞 に は 明らか に 関係 が みとめ られ る 2s 
すなわち , 第 IV 型 に 属す る 貧 入 岩 の 長石 成分 は 変成 岩 の そ れ に 近く , 第 IL 型 に 属す る 
綱 入 岩 の 長 石 は An HCZLWo 
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東北 裏 日 本 グリ ンタ フ 地 域 の 基盤 花 沿 冊 質 洪 石 


Petrology of the granitic rocks which constitute the basements 
of the green tuffs in the borderland of the Tapan Sea 
of the Tohoku district, Japan 


宮 城 一 & (Kazuo Miyagi)* 


Eo eS es tS 

従来 , BALA ARMOR RBA SAD BA SHAR RU bE RANZIOW COBH 
は , 一 部 を 除い て は りり), 元 ん ど 皆 無 に 等 し い 。 

BX, この 地域 の ダグ リン タフ 時 代 か ら , BAMA lhe <. 火山 岩 類 の あぁ る 岩石 学 的 共 
HEL BAROAE LORE RNL COSSEC. LUG RRABO RHIC. 深い 
関心 を 持つ た 。 

本 小 論 で は , 青森 県 白神 岳 , 大 沢 , 湯 フ 沢 , モツ 滝 ; 秋田 県 阿仁 , 男鹿 半島 , 太平 山 , 
山形 県 月 山東 部 , 西田 川 の 各 岩 体 に つい て , SEM, 直接 , 野外 観察 , 検 鏡 及 び 化 学 分 析 
を 行ない 得 た 範囲 内 で , その 代表 的 な 岩 質 を 記載 し , また , 化学 成分 上 の 特色 を 明らか に 
Lrewo 

本 小 論 を 草 す る に 当り , 種々 , PBB SIO RAILCAR ERASE OW PLE, 植 
田 良夫 助教 授 に 厚く 御礼 申 上 げ る 。 

また , 種々 有益 な 討論 を し て いた ゞ いた 同 大 学 同 教 室 の 青木 謙一 郎 助手 及び 貴重 な 標本 
を 御 提供 いた ゞ いた 秋田 大 学 鉱 山 学部 加納 博 助教 授 , 益 沢 新 講 師 , 東北 大 学 岩 鉱 教 宣 学 生 
斎 膝 不 二男 氏 等 に 感謝 する 。 

本 研究 の 一 部 は , 文部 省 科学 研究 雪 (19860) に ょ っ た 。 


1. 分 布 並び に 産 状 


[第 1 図 〕 に 示し た 如く , 本 地域 の 花 賠 岩 質 岩 石 は , 山形 県 西田 川 地域 , ASR ys 
び 秋 田 県 太平 山 周 辺 等 に , 比較 的 広い 分 布 を 示す 他 , 秋田 県 男鹿 半島 , 同 北 秋 地 域 , 青森 
県 津軽 地域 等 に , 比較 的 小岩 体 と し て 点 在 し て いる 。 ; 

(1) ARES ARR OEOAR, SIRE DAR AWICbre:S NE GH 
Vo-P > AI ASAT e LO ABA, この 地域 の ダリ ンタ フ 最 下部 に 相当 する S HOR 
層 に 不 整 合 に お ゝ われ て いる 。 岩 質 は , biotite adamellite を 主として , biotite 
granodiorite, hornblende biotite granodiorite を 伴い , また , 周縁 部 に は , PERE 
が 存 し , sheared biotite adamellite を 生じ て いる 。 

(2) FUR 湯 の 沢 , 上 ツ 潤 載 体 … こ れ ら は いずれ る も 青森 県 西 中 津軽 地域 に 点 在 する 


* 弘前 大 学 教育 学部 地学 教 窒 
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小岩 体 で , その 分 布 は , BS 第 1 図 RALMAAT Vv ¥ THRO 


むね NE 方 向 に 配列 し て い (EME EEBODH 

る 。 そ の 中 で , 大 沢 の も の N 

は crystalline schist や ( 

migmatic rock と 密接 な 関 a 
REAL, また , この 地域 の Y 

グリ ンタ フ 下 部 層 に 不 整 合 に we Cay, 

お ゝ われ る 。 BORPU iE @ - 

の 岩 体 に つい て も , 筆者 は , ney 

その 産 状 や 周囲 の ダグ リン タフ = ® Os ae 

層 と の 関係 か ふら, Mets 0) | 40 

な し て いる が , 異論 が も ある 。 my a 


岩 質 は , いずれ も, hornble- 
nde biotite granodiorite で 
ある 。 

(3) BAIS: 秋田 県 北 
部 地域 の 阿仁 鉱山 大 正 寺 , = 
BOBS, AMKDREOS 
内 外 を 中 心 に 分 布 し ), 筆者 
は , KERACKOTT 杉山 
NR A CEA 
最 下 部 層 に 不 整 合 に お ゝ われ て いる 事実 を 見 出し た が , 独立 し た 小岩 体 が , 次 に 述べ る 太 
平山 岩 体 の 北 縁 部 か は 明らか で な い 。 Alix hornblende biotite granodiorite を 主 
と する 。 

(4) 男鹿 半島 具体 … 秋 田 県 男鹿 半島 の 西北 端 , 赤 島 海 附 に 径 数 10m の 小角 出 と し て 
REL» いずれ る も 明らか に , この 地域 の ダグ リン タフ 最 下部 層 ( 西 男 鹿 層 群 の 赤 島 層 ) に 不 
整合 に お ゝ われ て いる 。 そ の 岩 質 は , hornblende biotite adamellite で , これ に つい 
て は , すでに , 宇 留 野 と 共に , 詳細 に 記載 し た (1956), 

その 他 , 半島 の グリン タフ 層 中 の ゼノ リス , PRR PORRU—O Aim HPO 
ノリ ス 等 か ら 推 定 す る と , BOWERS LUT, pinc coloured biotite adamellite, 
hornblende granite, 等 の 他 , 後述 する 如く , か な り alkalic な 岩 質 の も の の 存在 る 指 


摘 さ れる 。 
(5) 太平 山 過 体 … 秋田 県 太平 山 を 中 心 に > か な り 広 い 分 布 を 示す 岩 体 で "!, 周辺 の グ 


リン タフ 下部 層 QB, Ais) に 不 整 合 に お ゝ われ る 。 岩 質 は , biotite granodio- 
rite, biotite hornblende granodiorite, pinc coloured hornblende adamellite 等 
か ら 成 る 。 

(6) 月 山東 部 財 体 … 山形 県 月 山 の 東 縁 部 に 分 布 し , 月 山 の 基 毅 を 構成 する も の で , 
日 岳 岩 体 に 極め て 近接 し , それ に 伴 つ た 小岩 体 と ょ みな され る 。 岩 質 は , hornblende 
“biotite granodiorite を 主 と し , 少量 の quartz diorite を 伴う 。 
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(7) BB se HBR eR S. 新潟 県 勝木 川 ~ 三 面 川 に か け て , NNEF 
向 に の びる 岩 体 で , 東 縁 部 に お いて は , BABRSAKL RTS. SH, この 中 で , B 
地域 の 一 部 分 を 調査 し た の みな の で , 詳し いこ と は , 不明 で ある が , 温海 地域 に お いて 
は , グリ ンタ フ 最 下部 の ゞ 温海 層 群 、 に 不 整 合 に お ゝ われ , BA, biotite grano- 
diorite を 主 と す る 。 

(8) RA BRK WBRAA Rt Por, BARAT RIKORBERL 
AN& (1957)) に よる 詳し い 記 載 ぶ ある 。 そ れ に よれ ば , OBR, biotite hornb- 
lende granodiorie を 主 と し , 時 に 少量 の quartz diorite, two mica granodiorite 


を 伴 つ て いる 。 


2, 石 載 


筆者 が , BRRALRRRKCEC. 各 岩 体 に つい て , それ ぞ れ 。, 代 妻 的 な 岩石 を 記 
する 。 

(1) 白神 岳 紛 体 … [6092501] Biotite adamellie, SRRRESHASS GS 
Si, 6) [6126001] Sheared biotite adamellite, MA) 

CARH) PRASWIHRL 優 白 色 の 岩石 で , Tr XIE SES. BEER 

々 等 量 含 み , SERME L CIRSSEMET SZ. BRO BRAM BY FT SHEAIIVERD B 

の は , > PRAEGER L, また , BRORMR, か ふか なり 多 いこ と が 特色 で ある 。 

(HR) FESR ARTO, sheared SHC. | 
メカ イト を 生じ , また , RMR, や ゝ 片 状 に 配列 する 。 BE: 0.8~1.8mm, 
は 他 形 , 波動 消 兆 が 閉 る し く , アル カリ 長石 と 接触 する 部 分 で は , BRA. 
な す も の も ある 。 sheared rock で は , 0.2~0.4mm の 慈 形 を 示す る も CR 
その 量 は 非常 に 多量 と な る 。 ア ルカ リ 長 石 : 0.8~2.5mm, 4A Fe 
サイ ト 構 造 を 示し , アル バイ ト 薬 片 は 極め て 明 際 旦 っ 多量 に 存する 。 Bank 0 
2Ve=70°, NRA > : アル カリ 長石 より や ゝ 少量 。 0.5~1.5mm, Aes; Ree a: 
REOWITRRT TUT) - P-VAXNY RESO CAMA, Ds Bee 
を 示す も の る も 存する 。 BGR (ny) =1.532~1.536, An %=10~16, や ・ ゝ 絹 雲 母 化 を 受 
け て いる 。 RAS : 比較 的 少量 。 0.3~2.0mm, Ay BER, Z’= Hi. XN’=S= 
#8, 屈折 率 (Y) =1.680 を 示し , ジル コン , 疾 灰 石 等 の 包 有 物 が 存する 。 sheared rock 

で は , 三次 的 に 再 結晶 し た も の が 含ま れる 。 

BIRDS : BIRG, vray 

(2) AR. MOR. Lysis. (5991503) Biotite hornblende sgranodiorite, 
西津軽 郡 も ツ 滝 。 

CARRE] PRL D> ERA, SRAM Se, SEOTVMAUREG, BEES 
&® LAReMME ET ABR, BSS, BSE, ACL, Ps HENS LSE 
れる 。 

【 頭 徴 鏡 的 特性 ] KABSERERMERTA, 部 分 に よっ つて な. PBRTSS. A 
英 : 1.0~3.5mm,, 他 形 , BAR, BEPDESES Lo TX BVEBE : 0.5~2.0mm., 
FETBE 722 fhe, ペパー サイ ィ ト 構造 を 示す が が, Fs 4 PRR, SORRMCIAL. ま 


muy 
be 
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第 1 表 東北 裏 日 本 グリン タフ 地域 の 基盤 花 賠 岩 質 


NS 


2 4 5 6 
SiO, 67.58 73 62.31 61.92 64.96 
TiO, 0.52 0.15 0.66 ‘1.30 0.49 
Al,O 17.34 3.27 17.25 16.83 16.12 
Fe,O 0.75 1.90 1.68 1.75 1.86 
FeO 1.66 1.18 3.83 5.43 2.44 
MnO 0.33 0.05 0.05 0.06 0.07 
MgO 1.62 0.85 1.98 2.08 2.35 
CaO 2.20 1.64 4.31 3295 4.28 
Na,O 3 7.09* 4.29* 3.21* 3.28 
K,O 2.76* 3.94% 1.44* 2.10* 2.06 
H,O0 1.05 0.75 1.05 0.66 Wee 
HO =) 0.30 0.45 0.52 0.12 0.21 
P,O; 0.08 0.09 0.10 0.10 0.03 
Total 99.90 .09 99.47 99.51 99.94 
Q 27.8 2 17.8 20.7 25.5 
Or 16-1 4 8.0 1222 12.2 
Ab 31.4 1 36.1 DTS 27.8 
An 10.6 21.1 ag 20.6 
c .4 .8 ea 2.0 O59 
Ns 8 
Ac 4 hy** 8.1 
Wo 2 
En 1.4 4.1 5.0 yay 
Fs 0.5 1.5 4.9 6.4 
Il 0.2 se | 0.3 rdf 2.4 1.0 
Mt 0.9 1.2 2.8 2.8 2.5 2.6 
AP 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 
Analyst Miyagi Miyagi Miyagi Miyagi J.G.S 


* Beckman’s type Flame Photometer に よる 。 


ee 


SEG hee COIN re 


ある 。 ARA : 
DR>#ZLWbOdSFT So 
酸 塩 化 , 緑 泥 石化 を 受け て いる 。 黒雲 母 : 


も ある 。 L'=ta X’=} 


Granodiorite 


原論 文中 の 算出 に 従う 。 
J.G.S : 地質 調査 所 の 分 析 

Sheared biotite adamellite 
Hornblende biotite adamellite AHIR A BAA Ba Byer 
Biotite adamellite 秋田 
Hornblende biotite gran 
Hornblende biotite granodiorite 


山形 県 朝日 山地 大 島川 


ーー 
ay 
oy 


= 


た , その 量 も 少量 で ある 。 二 次 的 石英 , 


a RR A Se 


B-ORBRHMADE 7 VA 


odiorite 秋田 県 太平 山大 叉 川 流域 


山形 県 月 山大 越川 流域 


雲母 等 に た に よ つ て 部 分 的 に 交代 され て いる も の る も 
1.0~2.0mm, 半 自 形 , ER, アル バイ ト 双 上 品 を 示し , また , 票 帯 構造 
折 率 (ny) =1.548, An %=40, わずか に 絹 雲 母 化 , ke 
0.5~2.0mm, 半 自 形 ま た は , 他 形 , 柱状 , 
あぁ あるいは 板 状 で , Z' =, KX’ = VG, GTR (7) =1.675~1.685 を 示す 。 角 隊 石 : 
1.0~3.0mm, 時 に , 5mm に 達する も の る も 存する 。 半 自 形 また は 他 形 , 双 卓 を 示す も の 
#, cAZ=14°~20°, 2Va=70°~75° 
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岩石 の 化学 成分 並び に ノル ム 成 分 


7 8 9 10 11 12 
67.56 68.80 64.37 65.97 70.20 71.09 
0.41 0.45 0.45 0.42 0.71 0.32 
14.74 14.91 16.84 15.84 14.18 14.67 
1.32 1.10 1.37 127. 0.80 0.75 
2.52 2.74 3.37 3.55 2.50 2.33 
0.97 0.07 0.03 nd nd nd 
2.58 1.50 1.96 1.93 0.72 0.92 
3.73 3.05 4.4] 4.26 2.40 2.56 
2.84 2.91 3.06* 3.71 4.42 3.62 
2.80 2.99 2.83* 2.91 3.21 3.31 
0.95 0.75 0.72 0.42 0.81 0.64 
0.19 0.34 0.23 0.12 0.32 0.25 
0.01 0.09 0.15 0.15 nd 0.03 
99.72 99.70 9979 100.55 100.27 100.47 
27.8 29.4 2 OS 25.3 29.3 
16.6 17.4 OZ 17.2 18.9 1955 
23.6 24.6 25.7 31.5 sy 30.4 
1.7.5, 14.2 QT 17.8 9.5 12.8 
0.6 StS) 0.8 0.5 
9.4 Tats 
4.9 4.8 gis 2.3 
4.4 4.8 2.8 3.0 
0.8 0.9 0.9 0.8 1.4 0.6 
ete) 1.6 2.1 ibs) Ss 1.2 
0.3 0.3 0.3 0.3 
GS RS Miyagi Shibata Shibata Shibata 


7. Granodiorite 山形 県 朝日 山地 早田 川 

8. Schistose granodiorite 山形 県 朝日 岳 

9. Hornblende biotite granodiorite 山形 県 西田 川 鋼 倉 
10. Granodiorite 山形 県 西田 川 温海 町 
11. Granite 新潟 県 岩船 郡山 北村 


12. Schistose granite [aj 


副 成 分 鉱物 : ジル コン , クサ ビ 石 , WRG 

(3) BAAS [5672204] Hornblende biotite granodiorite, 秋田 県 北 秋 田 郡 
BY GA ATESCAY 

CAHRHYRE) PREZ LS > HLROSERDR'S, 比較 的 優 黒 色 の 岩石 , や ゝ 淡 緑 色 の 人 告 
長石 が 最も 多量 で , アル カリ 長石 , 石英 は 比較 的 少量 で ある 。 有色 鉱物 と し て は , BE 
BE FARA BA CWB 

CHINE] 半 自 形 粒状 組織 を 示し , 部 分 的 に わずか に ミル メカ イト を 生じ て い 
So 石英 : 0.5~2.0mm, 半 自 形 また は 他 形 , 波動 消 光 は 余り 閉 る し く な い 。 アルカリ 
長石 : 比較 的 少量 , 0.4~2.5mm, パー サイ ト 構 造 を 示す が , TV 4 PERI, 不明 
PEC So P> MEME, MIRA(LE BIOS. MEG: 0.6~1.8mm, 自 形 ) また 


= 


a 


- Bee 
ae 
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は 半 自 形 *. アル バイ ト , アル バイ ト ・ カ ー ル スバ ッ ト 双 卓 を 示し , EHRRBREOBSZL 
いも の が 多い 。 屈折 率 (ny) =1.541~1.547, An %=25~38, 一 部 分 , 絹 雲 母 化 , 緑 泥 石 
化 を 受け て いる 。 黒 雲母 : 比較 的 多量 , 0.4~2.5mm, 自 形 , HR, ACA. REG 
化し て いる 。 AIG : 希 ま た は 少量 , 0.83~1.0mm, 自 形 また は , CAB. BLEEP. 
サイ ト 化 , RRVEBIER ZU COBO 

HIRARM : ジル コン , PERG, BERS 

(4) BB+ 3. [557304] Hornblende biotite adamellite, 秋田 県 男鹿 半 
Baier (第 5 図 , 4) 

CARRE) PRL SWIRL PO BORC, 淡紅 色 の アル カリ 長石 と , や > ゝ > KRE 
DSRARUBREBRSESA, 緑 泥 石化 し た 黒雲 母 の 他 , BARMID zo 

(BREE) や > ゝ 斑 状 の 半 自 形 粒状 組織 を 示し , P>BBROAE AA, BE 
母 の 問 を 細 粒 の 石英 アル カリ 長石 が 充 た し て いる 。 AH: 0.4~3.0mm, 半 自 形 また は 
他 形 , 波動 消 光 が 著 る し く , アル カリ 長石 と 接する 部 分 で は , 周縁 が 粗雑 な 徴 文 人 象 共 生 を 
な すこ と が 多い 。 ア ルカ リ 長 石 : 0.5~2.0mm, 半 自 形 また は , HB. 34 } eS 
ATO, アル バイ ト 薬 片 は , 余り 明らか で は な く , また , BOCA. BHR (N= 
1.526, 2Va=61~81° で , 部 分 的 に 二 次 石 英 , 絹 圭 母 等 に よ つ て , 交代 され て いる 。 倖 
長石 : 1.0~4.0mm, 自 形 また は 半 自 形 , 柱状 を 示す も の が 多く , アル バイ ト ・ カ ー ル ス 
バッ ト 双 品 等 の C 型 双 卓 が 普通 , SSW REE ART OOO HS 屈折 率 (nj) =1.543~ 
1.553, An 9% 30~47, 周縁 は 屈折 率 (ny) =1.528~1.532, An % 0~10, 一 部 分 , #68 
雲母 化 , 緑 泥 石 化 を 受け て いる 。 BER: De, 0.5~3.0mm, 自 形 , 卓 状 , A SRE 
石化 し て いる も の が 多く , また , 炎 灰 石 ) ジル コン 等 の 包 有 物 が 存する 場合 が 多い 。 角 関 
A: 希 ま た は 少量 , 0.5~2.0mm, 自 形 , 比較 的 短 柱 状 , Z' =m, X′ 三 淡 福 , 2Va= 
72° c\Z=18°, 二 次 石英 , EE, 炭酸 塩 等 を 生じ て いる 

副 成 分 鉄 物 : tah (0.3mm, Ay, 2’, X^ 三 淡 黄 福 , 2Ve—55°), PACA, 
ジル 

Pink coloured biotite adamellite --. [557335], 赤 島 海 時 の 赤 島 火山 岩 類 中 の 
ゼノ リス 

CARRE) © > 粗 粒 の 等 粒状 で , 時 に や ゝ 斑 状 を 示す も る の る も 存する 。 肉 紅色 また は 
淡 福 色 の アル カリ 長石 が 目立つ た め , 全体 と し て , か な り , 紅色 の 岩石 で ある 。 有 有色 鉄 物 
は 非常 に 少な い 。 

[ 頭 徴 鏡 的 特性 〕 KATES RARE, RIC PO 斑 状 を 示す 。 石英 : 0.3~3.0mm, 自 
形 ま た は 半 自 形 , 波動 消 光 が 著 る し い s。 時 に 周囲 の アル カリ 長石 と 微 文 象 共生 を 示す 。 ア 
ルカ リ 長 石 : 0.5~2.0mm, 半 自 形 , パー サイ ト 構 造 を 示す 。 屈 折 率 (Y) =1.524~1.526, 
2Vae=63°, 二 次 石英 , 絹 圭 母 等 に よ つ て , 部 分 的 に 交代 され て いる 。 AMARA: 0.5~ 
4.0mm,・ 自 形 また は 半 自 形 , 卓 状 ある い は 粒状 で , アル バイ ト 双 卓 , アル バイ ト ・ カ ー 
VARY }RARB Oo BSAA YE ho BAT (ny) =1.529~1.536, An % 3~ 
16, *BEA(LMBSZLWADbEDSO 

副 成分 鉄 物 : ジル コン , JAKE, AZ (0.3mm, 自 形 ) 

Biotite adamellite-:. [609305], 秋田 県 男鹿 半島 一 の 目 潟 噴出 物 中 の ゼノ リス & 
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【 商 眼 的 特性 〕 や ゝ 細 粒 また は 中 尊 の 等 粒状 で , 比較 的 優 白 色 で ある が , アル カリ 長 
Bild, や ゝ 薄い 肉 紅 色 を 示す 。 そ の 他 , や ゝ 斑 状 の 倖 長石 と 少量 の 変質 黒雲 母 を 含ん で い 
る 。 

(BORNE) 半 自 形 等 粒状 組織 を 示し , アル カリ 長石 が , 石英 , 斜 長 右 に 比 し て 
多量 で ある 。 BK: 0.5~3.0mm, 半 自 形 ま た は 他 形 , 波動 消 光 が 閉 る し い 。 ア ルカ リ 
長石 : 0.5~1.5mm, 半 自 形 また は 他 形 , パー サイ ト 構 造 が 閉 る し く , アル バイ ト 薬 片 
は , 極め て 細か く , 上 是 つ 多量 で ある 。 屈折 率 (a) =1.526~1.530, 2Va—68°~72°. AE 
A: 1.0~2.8mm, 自 形 また は 半 自 形 , 柱状 を 示し , アル バイ ト 双 卓 が 多く , D> BHF 
構造 を 示す も の も 存する 。 BMH (ny) =1.530~1.533, An % =5~12, AML, 緑 
泥 石 化 が 著 る し い 。 REE: 少量 , 0.51.0mm, 半 自 形 , BR, 2’, X 三 淡 黄 , 
緑 泥 石 化 を 受け て いる 場合 が 多い 。 

IRA : ジル コン , TAI, RESRSK, BURA 

(5) Awe: [6092805] Hornblende biotite granodiorite, AHRAY 
山大 叉 川 流域 (第 5 図 , 2) 

[肉眼 的 特性 〕 中 水 ま た は 粗 炒 の 比較 的 等 料 状 で , や ゝ 暑 灰 色 の 岩石 , 斜 長石 が 最も 多 
EC, 次 で アル カリ 長石 , 石英 等 が 含ま れ , また 多量 の 比較 的 新鮮 な 黒雲 母 と 少量 の 変質 
FINA e SA COS 

CAMA) 半 自 形 等 粒状 組織 で , ARAORRERINK AW. 石英 : 0.5~3.2 
mm, 自 形 また は 半 自 形 , 波動 消 光 が 極 め て 閉 る し く , アル カリ 長石 と 徴 文人 象 共生 を する 
も の が あぁ ある 。 また , 焼 灰 石 , 黒雲 母 等 を 包 有 する も の が 多い 。 アル カリ 長石 : SE, 0.5~ 
1.2mm, 他 形 , 微 斜 長石 構造 を か な り 明 瞭 に 示す 。 屈折 率 (>) =1.526~1.528, 2Va= 
80°+. MRA : 比較 的 多量 , 0.2~3.0mm, 自 形 ま た は 半 自 形 , 柱状 あぁ る い は 板 状 で , 
アル バイ ト , アル バイ ト ・ カ ー ル スバ ッ ト 双 上 唱 等 の C 型 双 卓 が 普通 で ある 。 MY Bee 
構造 の 着る し いも の が ある 。 MITA (ny) =1.545~1.550, An %=35~46 一 部 分 , #8 
雲母 化 , 炭酸 塩化 を 受け て いる 。 BE : 比較 的 多量 , 0.6~1.5mm, Ae, 柱状 また 
は 板 状 で , Z^ 三 濃 福 , X^ 三 黄 福 , GTR (7) =1.675, ジル コン を 比較 的 多量 に 含有 し , 
周囲 に 多 色 性 ハロ を 生じ て いる 。 MRA : 希 , 06~1.2mm, 自 形 ま た は 半 自 形 , 板 状 
で , 殆 ん ど 完 全 に , RICA, ROR TAIT PICEDTRRAN TWH 

副 成 分 : ジル コン , RI RG (A 1.0mm に 達する も の あぁ あり, Z’= WR, 
X'S) クサ ビ 石 (HB, 0.3mm cA Z=47°) 

(6) AWRSBtas:-- [612501] Hornblende biotite granodiorite 山形 県 月 山 
東部 大 越川 流域 (第 5 図 , 5) 

【 肉 眼 的 特性 〕 中 粒 ま た は 粗 粒 の 等 粒状 で , や ゝ 優 黒色 の 岩石 , 淡 緑 色 の 倖 長 石 が 最も 
多量 で , 次 で アル カリ 長石 , 石英 が 少量 存 し , また , 有色 鉄 物 と し て は , 黒雲 母 が 多 硬 
で , 角 図 石 は 少量 に 財 ぎ な い 。 

CBSIITRNE) 半 自 形 粒状 組織 を 示し , 石英 と 長石 の 接触 部 に は , BIRR RR 
も の が 多い 。 石英 : 0.5~2.8mm, 自 形 ま た は , LAB, 波動 消 光 は 余り 装 る し く な い 。 
アル み カリ 長石 : 少量 , 0.6~2.0mm, 他 形 * パーサ イト 構造 を 示す が , アル バイ ト 薬 片 は 
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ASABE Glaze, また 量 
= 0.5~2.5mm, = 
も の も ある 。 


ン を 包 有 し て いる 場合 が 多い 。 


も 少な い 。 屈折 率 () =1.524, 2Va=60+, 
形 , 柱状 を 示す も の が 多く , Fr 4 PMA, BRR RS 
屈折 率 (ny) =1.536~1.540, An %=16~22, 一 部 分 絹 圭 
$+: 比較 的 多量 , 0.3~2.0mm, 


SRA : 


多 


革 化 を 受け て い 
Shi 板 状 , Z’ = Es, X! = Yeas ae, ジジ の 2 
(Y) =1.5824.6 RIG: SH, 0.5~3.5mm, 4 


形 , BER, Z’ BR, X’ =H, cAZ=—22°, 2Va=75° 


HIRAKM : IKE, 73 ¢e, BHR 
(7) 西田 川 載 体 … [6072605] Hornblende biotite granodiorite, 山形 県 温海 


地域 鍋倉 (第 5 図 , 3) 
CABRAVEPE) 


色 の 岩石 で , 倖 長石 が 最も 多量 


中 粒 ま た は 粗 粒 , や ゝ 夷 状 で , また , や ゝ 片 状 構造 を 示す 。 か な り 暗 灰 


アル カリ 長石 も る か な り 存 し , BEORID RY. AGE 


物 と し て , 黒雲 母 が 多量 で , 稀 に 角 関 石 を 含む 。 


CAPA) © > BERD 
EOS = EDR 
JERR STROo TUAV EA: 


= 


人 色 で ある 。 BE : 


CRORMERRE ARTO, か な り 多 量 の ミル メカ イト を 生 
0.3~1.0mm, ZB また は 半 自 形 , 殆 ん ど 渋 動 消 
0.5~1.5mm, 他 形 ) ペー サイ ト 構 造 を 示す が , Fos 


ae 
T 


多量 の も の と , 不明 具 で , BMD ¢, 部 分 的 に 微 余 長石 構造 を 示 


イト 工 片 が が, AGRE 


す も る の と が ある 。 前 者 で は , 屈折 率 (Y) =1.524~1.526, 2Va=—60°~ 72°, AEG : 0.5~ 


ak 


TMA eo 


2.5mm, Aye, 
A—-WMAKRY b ME, 


ま el = 
RUC 


ZB 桂 状 ある い は 板 状 で , アル バイ ト 双 上 品 , 


クリ ン 双 卓 を 示す も の る も 存する 。 RAMEE AL 


中 心 部 は , 屈折 率 (ny) =1.533~1.536, An % =12~16, Je Cid, 屈折 率 (n」) =1.530~ 


1.532, An % 5~10 一 部 分 絹 雲 母 化 , 緑 冬 石化 を 受け て いる 。 黒雲 母 : 


1.0mm, 自 
Bia, 屈折 率 
Bim 


BZ 長 柱状 で , や 


BIRARM : ジル コン , BIKA 7TVER (比較 的 多量 ) 


(8) AA Bat 


Y) =1.688-+, fad : tim cH, 0.5mm, 


」 し た 形状 を 示す も の る も 存する 。 2’ =I, X= PK 
AI Z' =I, X= 


WEY BERL TOHZOCHET So 


や 


東北 裏 日 本 側 の 花 内 岩 質 岩 石 に つい て の モー ド 『 ド 測定 の 結果 か ら 得 られ た 
の 上 比 を 第 2 図 に 示し た が , これ に よる と , 東北 裏 日 本 側 の 岩 体 の 中 で は , グリ ンタ フ 
目 渦 噴出 物 中 の ゼノ リス か ら 推 定 さ れる 男鹿 半島 の 潜在 基盤 岩 が 最も Kf に 富み , 白神 


SE Pe 


Qz: Kf: Pl 
ae 


Gat? 3 ESA BBE ORHMBARONIKe, CYR ZOFLW, ABIL AL BA 
Amerit, Kf に 乏しく Pl に 富む 傾向 を 示す こと が , 明瞭 に 指導 され る 。 ま た , A 


的 な 傾向 と し て , FRA 
SK に 富み sate 
は , 北上 , 阿武 隈 岩 体 中 に は 存 
が が, これ ら の 点 は いずれ る も 音 右 


"で, さら に , 資料 を 加え て 検討 


TE 


LA AMOR AE, 北上 ・ 阿 武 隈 岩 体 に 比較 8 する と その 古 期 岩 体 


本 と 略 々 同 傾向 を 示し , & SICA BEI AO pox 
し な いよ うな Kf に 富む 岩 体 で ある こと な ど が 指摘 され る 


区 の 問題 と 関連 し て , 重要 な 問題 で ある よう に 思わ れる の 
を 続け た いと 考え て いる 。 


岩石 鉱物 鉱床 学会 - 誌 


第 2 図 東北 裏 日 本 グリ ンタ フ 地 域 の 基 
Qz 


oo tS = 


盤 花 賠 岩 質 岩 石 の モー ド 比 


Fa AEE PK 5. 55 BE Ss BAN D 
C7 NE ATER IVA 
男鹿 半島 岩 体 6. 太平 山 岩 体 
男鹿 半島 グリ ンタ フ 層 中 の 7. 月 山東 部 岩 体 
BIVR 8. AAI 
第 3 図 RItMAART Vy ¥ THROM eae 
oe 岩石 の 酸化 物 変化 曲線 図 
+ Al,O, 
x FeQ+Fe.0, 
© CaO 
a ¥ ® MgO 
16 ie : 
12 
10} 
8 上 
> ea 
a ye 
Ne SN Eee a ao PARES A、 
eae 
60 62 64 66 68 70 72 74 i 7896 
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4. 化学 成分 並び に ノル ム 成 分 


東北 裏 日 本 側 の 花 賠 岩 質 岩 石 に つい て , 筆者 が 新 ら し く 分 析 を 行 つ た 次 料 を , 従来 の 次 
ELL ORE CHIRAL, Ete, その 酸化 物 変化 曲線 を 第 3 図 に 示し た 。 

これ ら に よる と , RIERA AMO MBREAD SiO, % は , 大 部 分 は 62~70 ORG 
を 示す が , 希 に , 白神 岳 の shearedrock の 如く , 76 を 越え る も の る も 存する 。 ま た 各 ア ル 
カリ 成分 並び に 総 ア ルカ リ 成 分 の 量 に つい て は , 全般 的 に は 北上 ・ 阿 武 隈 の 岩 体 と 比較 し 
て も 著 る し いい 差異 は 認め られ な い が が , 男鹿 半島 目 潟 串 出 物 中 の ゼノ リス に Na,O %~7, 
K,0 %~4 を 示す も の が 存する こと は 注目 に 値 い し ょ う 。 この 岩石 で は , 斜 長石 が 大 部 
分 albitization を 行 つ て お り , No,O% の 増加 を も た らし た 一 つの 要因 と 思わ れる が , 
Fy, 既に 述べ た 如く アル カリ 長石 を 多量 に 含み , も と も と アル カリ に 富む 岩 質 で ある 
こと る 疑い 得 な い 。 

また , 全体 的 に , CaO OED, や > ゝ 少な いこ と や , 男鹿 半島 岩 体 は か な り Al。0』%6 の 
多い も の で ある 点 な どる も 記録 され る べき で あろ 3 う 3 。 
柴田 は, AROMAS, その 化学 成分 に よ つ て 区 分 し , 12 の 岩 右 区 を 設定 し , 
特に それ ぞ れ の 酸化 物 変化 曲線 の 全体 の 傾向 の 差異 を 指摘 し て いる が , BAM, WALA 
本 側 岩 体 の 傾向 を 比較 検討 し て みた 結果 9), 柴田 の “中 期 白 己 紀 型 " 一 阿武 隈 新 期 型 , 
eH & Sie “Aree AR” ーー 八潮 型 , 気仙 川 型 笠 を 含む ーー の 傾向 に よく 類 
作る 2 と が わる が る 7 

ぎら に また だ ノルム 成分 の Or: Ab: An Ohio kot, AKAWO MAR eADA 
HD) と 比較 し て みる と 第 4 図 か ら も 明らか な 如く , 東北 裏 日 本 側 の 岩 体 は , “丹沢 型 ” 


第 4 図 HALA AT Vv 7 7 HORMOBE Em 
Falaer ath) Olen JNommNsal toe 


An, 


1. 領 察 古 期 型 

2. PAA 

3. 外 帯 型 

4. 百 醒 紀 弄 

5. 東北 第 三 紀 和輝 入 型 
6. 氷上 型 

7. 飛 弾 弄 

8. PRAY 
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BH oh i Sh IR & 


1. Biotite adamellite 秋田 県 男鹿 半 鳥 一 の 目 渦 噴出 物 中 の ゼノ リス 
2. Biotite granodiorite 秋田 県 太平 山大 又 
3. Hornblende biotite granodiorite 山形 県 西田 川 鋼 倉 

4. Hornblende biotite adamellite KHIR EBM BREE 

5. Hornblende biotite granodiorite 山形 県 月 山大 越川 流域 

6. Biotite adamellite 青森 県 白神 岳 

Qz : Quartz Bi: Biotite Kf: Aliali feldspar Ho : Hornblende 


Pl : Plagioclase 
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より は 著 る し く ア ルカ リ に 富み , また “水上 型 " や " 飛 弾 型 " より , や > アル カリ に 富み 。, 


一 方 , 


" 領 察 新 期 型 " や “ 外 帯 型 " より , や > アル カリ に 逐 し く , “ 領 察 古 期 型 ” に 比 す る 


と 著 る し く ア ルカ み リ に 逐 し い 傾 向 を 示し , 結局 , 阿武 隈 新 期 , 中 国 底 毅 新潟 基 上 毅 等 を 令 
& “ASCH” や 東北 第 三 紀 述 入 型 と 最も 類似 を 示し , Or: Ab: An 比 に お いて , 日 本 
の 花 賠 岩 の 中 の 中 間 的 な 位置 を し め て いる こと は , 注目 に 値する こと と いえ よう 。 

これ は , 対応 する 日 本 の 大 山 岩 類 と の 比較 に お いて る も , FE RR の ソレ ー ア ティ ト 
岩 系 や カル クア ルカ リ 岩 系 と 環 日 本 海 岩 石 区 の アル カリ 岩 系 13) と の 中 問 的 傾向 を し めす 
こと に よ ょ つて も 表わさ れ , 東北 裏 日 本 側 花 内 岩 質 岩 右 区 の 一 つの 特徴 的 な 性 格 と も 判断 さ 
yi ae ee 
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The so-called “quartz basalts” from Iki island 


is #2 32 # (Yoshio Oji)* 


Abstract : The so-called ‘quartz basalt’ are distributed in the 
northern part of Iki island in lava flows and dikes in Pleistocene time. 
These rocks belong to the calc-alkali rock series derived from the con- 
taminated alkali olivine basalt magma as pointed out by K. Aoki. From 
their petrographic characters, the rocks are classified into following two 
types, pyroxene basalt-andesite and hornblende andesite. The latter is 
smaller in its area and more basic than the former. Fourteen of these rocks 
are newly analysed and it is found that they are generally poor in MgO and 
richer in FeO+Fe,O, than the quartz basalts from the Abu district, 
Yamaguchi Prefecture. Alkali contents of the quartz basalts are richer than 
that of the calc-alkali rock series derived from tholeiite magma and poorer 
than the alkali rock series. It is characteristic of these rocks to increase 
rapidly K,O/Na,O ratio as SiO, increases. 


1. 序 


TEM AGH Cla “石英 玄武 岩 ” 類 水 広く 分 布 し て いる 。 こ れ ら の 岩 類 は カル ク ・ 
アル カリ 岩 系 に 属し , この 成因 に つい て 青木 り は アル カリ 去 武 岩 マ グマ が 花 賠 岩 質 岩 類 を 
同化 し て 生じ た も の で ある と 述べ て いる 。 これ ら を TVA MRBLREY7 VQ Y 
ルク ・ ア ルカ リ 岩 系 と し て , 第 三 紀 (中 新 世 ) CMM L COZY 7 } EBRD 
クア ルカ リ 岩 系 と 区 別して いる 。 一 方 , 山陰 米子 市 大 根 島 , 伊万里 附近 , 平戸 島 北 部 その 
他 に る も 同様 の 岩 類 が 分 布 し , その う 3 もち 大 根 島 *), 阿武 地区 や, NEB RUERB) oO 
“石英 玄武 岩 ” 類 の 岩石 学 的 性 質 は すでに 報告 され て いる 。 

筆者 は 北九州 の “石英 玄武 岩 ” 類 に つい て , 岩石 学 的 研究 を すゝ * め て いる が が , HOE 
岐阜 の も の に つい て , その 結果 を 報告 する 。 

本 研究 に つい て , 御 指導 を 賜 つ た 東北 大 学 岩 鉱 数 蜜 河野 義 礼 教授 と 有益 な 御 助 言 を あ た 
えら れ た 青木 謙一 郎 氏 に 深謝 する 。 叉 , 協力 を えた 愛 既 大 学 文 理 学部 地学 教 過 石 橋 浴 民 と 
本 学 鬼 塚 折 彦氏 に 席 意 を 表す る 。 


2. 石英 玄武 叶 類 の 分 布 


索 岐 島 の 地質 に つい て は 松井 5) UC ESM BAR USUI, 青木 り に ょ っ て 作製 
され て いる 。 石英 玄武 岩 類 は 本 島 の 湯 ノ 本 一 国分 一 芦辺 以 北 に 主として 分 布 す る が , それ 
より 南東 部 の 位 城 崎 及 び 権 現 山 に も ゃ 小 露 出 が ある 。 北部 の 分 布地 は 籍 崎村 東部 , 勝 本 東部 


* 福岡 学芸 大 学 福岡 分 校 
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第 1 図 壱岐 島 の 石英 玄武 岩 類 の 分 布 図 


GE 角 隊 石 含有 標 村石 安山岩 
ーー BBA SEM KLE 


(2) Ba EAE AAR ILA 
=a [peer eatin \ 
ー BAIA rae 


に SESH JG SELL we 
SS (arse 2 RUE ETE Z — 
7a 


一 神 岳 一 橋 山 及び 本 宮 附 近 で あり , HMOBAMLC ULC BRS (中 新 世 ) RUM 
岩 類 を お お つて 流出 し て いる 。 こ れ ら は , 例え ば 箱崎 村 東 海 早 に み ら れ る 様 に , ARE 
線 返 し て お り , 層 高 約 60m, 全体 的 に は 標高 100m の 丘陵 を 形成 し て いる 。 そ の 上 に 田 
f (147m), 女 后 など が 円 頂 丘 を 形成 し て いる 。 叉 神 岳 北 の 谷 , Bee e ith 
10~20m OBIE LCHBHL, これ ら は , 柱状 飾 理 の 発達 が 著しい 。 石英 去 武 岩 類 は 
Pu, 2S, 橋 山 東方 丘 , 岳 ノ 山 及 び 湯 野本 北方 な ど で , その 後に 噴出 し た 粗 面 去 武 岩 類 
に ょ つて お ゝ われ て いる 。 KBD T VAY KRABI TEENA T ~ CHAE LB AGBHS 
の で , “BRLKA’ 類 の 導出 の 時 期 も 同時 代 で ある 。 BRI LOTHRANKEREO 
“石英 玄武 岩 ” 類 の 分 布 は 第 1 図 に 示し た 。 


3. 顕微 鏡 的 記載 


起 岐 島 の 所 調 右 英 玄武 岩 類 は 顕微 鏡 的 観察 か ら 次 の 様 に 分 類 さ れる 。 
(1) Ha xeha~Ril ee 
G) ana RTA KBs 
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第 1 壱岐 和 島 産 所 調 石 英 玄武 岩 類 の 
BE Ha 
|  @ RA a BE SE RA 
cy 580 
=I 550) ae 
5 aes 
ANg9~59 a! 
| Y=1.577 ; 
3 c=1552 変質 Et 
AN76~46 
On anc ee EA 
4 nd ce eis 2Vy=51°~47° 
Fa 19~34 
y=1.576 | a SRER ARR | HE 
a=1.553 5 a B=1.691~ 1.694 
Ata 5 | 2Va=71°~ 60° | 2V¥=52°~46° 
5 48 ZB Fs 25~35 cA Z=40°~ 44° 
| Wo En F819 
shes 57 Weg 49 
2Va=64°~57° Y¥=53°~ 49° 
6 n. d. 変質 Fs 32~39 
y=1.575 HOG ie 
a=1.553 a B=1.690~1. 65 
‘ AN73~48 z eae 2VY=49°~ 43° 
| Wo 39En gy Fs 
y=1.573 SRG 
B=1.567~1.569 Z 2Vy¥=49°~ 44° 
8 | 71.551 ER 
AN zo~44 _— a 
a@—=59°~ 55° =52°_ 46° 
neg, 変質 Fs 37~42 CAZ=51°~47° 
2Va=—87°~78° | HERG 普通 輝石 
d 2Va=70°~64° | B=1.693~1.696 
aur Fa 19~38 Fs 27~32 QVY=52°~46° 
W41EnggFSo9 
Y=1.572 2Va=—82°~79° | eae eG 
i | e=!-551 | B=1.690~1.695 | B=1.689~1.693 
a Fa 21~36 2Va=70°~64° 2VY=50°~46° 
yi Fs 27~32 Wo En, Fs;, 
2Va=83 Sa RA | SSG 
2 ae 2Va=65°~58° | 2BVy=55°~50° 
ha Fa 27 Fs 31~37 
ZVa=87~83° | ROH HA 
i ot 2Va=—65°~61° | B=1.692~1.696 
' Cs Fa 19~27 Fs 31~35 2VY=55°~47° 
WoasEnsoFSss 
y=1.575 2Va=84°~819° | RG att ea 
14 | 01-553 2Va=64°~60° B=1.687~1, 692 
Asya Fa 25~32 Fs 32~36 2VY=53°~48° 
» Woy Eng, FSy¢ 
Y=1.570 2Va=86°~ S| EROS AS 
1g | @= 1.555 2Va=65°~55° | B=1,695~1.698 
Naa tee Fa 21~26 Fs 37~42 2VY=52°~48° 
Woy Eng, Fs 
4 4 


Nos は 第 2 表 に 対応 する 
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主 成分 鉱物 の 光学 的 性 質 
a a ee a a ee Re Se 
A 基 
fa BY a RA BT BAG 
7Y=1.573 SG 
Besa ima | Ae | ned. Prats Sica SIP 
“AN 69~46 
SA aT 
Y=1.569 Reg SET iG 
オォ パサ イト 化 a@=1.549 2Va=60°~55° mE 
ND bc Fs 36~42 2VY=48°~ 45° 
EATS | 
AAA SRR | M58) 
2Va—88°~ 80° nd. 8Va—64°~57° 2VY=51°~ 46° 
CAZ=6°~13° Fs 32~39 
ay eee 
Y=1.573 ZO TRNE AG EG 
@=1.550 2Va=62°~55° B=1.695~1.700 
——— ANg9~42 Fs 34~ 42 2VY=49°~ 45° 
iO Yl Nek Wg Engg ss 
FARA 
2Via=83°~77° n.d. d 
CAZ=2°~13° n.d. n.d. 
Nes 
Tt 350 Fee Go 56 Wee 
$ Cog a—=62°~ 56° F490 
ANA 4A ト 化 A Fs 34~.41 
Te ian 
Y=1. 569 ARICA Sarge val 
@=1.547 2Va=49°~ 43° B=1.688~1.690 
A Fs 30~41 2VY==49~43 
UI A St Wo, Eng Fsy¢ 
| 2 TAYE 
n.d. 2Va=56°~53° INV y= 50" ~ Ase 
| Fs 41~45 
eee Ve Pdthe 678 ber a 
y=1.570 RARE THLE 
a=1.549 2Va=68°~ 63° B=1.695~1.699 
i Fs 28~ 33 | 2V7¥=48°~ 45° 
a VOLE EN | ; WosgEnssFs2s 
7~1. 568 Pagal Smee 
a=1.543 2Va=67°~58° B=1.690~1.698 
a A Fs 29~87 2Vy==48° へ >452 
ICD VM a | Wy Engg FSoo _ 
SRA ERA Ae RG 
n.d. 2Va=60°~56° 2Vy=51°~46° 
Fs 36~41 
TAS STI OVEDS f 
=1, 563 Rei vat val 
=1.543 67 58" PB=1.690~1.698 
ale Ce een re 9087 2Vy=48°~ 45° 
Fae) YN ce Woy Eng Fs 
=1.569 EGR) SHES VLG 
=1.553 2Va=61°~56° nae 688~1. 695 
ss Anss~as Fs 35~41 2Vy=51°~45° 
ed PL aes Woy Eng FS), 
=1. 567 soph vel 
=1.549 | B=1.696~1.700 
Sa; aes 2V'¥=50°~ 42° 


Wo3,EnggFSp; 
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But 
14 


(11) URE SR ROEEB RE BL 
Gii) AGRA ALS 
(2) RaW es 
(1) BIBER REL 276 A Re 
(i) fRASARMRA Xia 
Gil) AURA NA ae 

これ ら 岩 類 は いずれ も カル ク ・ ア ルカ み カリ 岩 系 に 属す る 。 SENOE AE SHRED LEO 
光学 的 性 質 は 第 1 表 に 示し た 。 以下 各 岩 型 に つい て 略 述 する 。 

BAtKR~RUWES ① CRAM anne : 本 岩 は 俗 城 崎 附 近 に 露出 する 。 
鏡 下 に 於 て , MBAR bSRE LY, KES 0.7mm 以下 , 半 自 形 用 双 不 規則 形状 
DRGERLTSo RM, 身 開 に そつ て , イ ヂ ング サイ ト 化 し , BRRE BETS. SH 
交 石 は 衝 構 石 斑 唱 の 周辺 に 反応 緑 を 形成 し て いる が , 単品 と し て も 存在 し , BX 0.8mm 
以下 の 自 形 柱状 , 多 色 性 (Xe Z 三 淡色 ) が 認め ちら れる 。 稀 に 普通 煙 石 玲 卓 を 
含む も の が ある 。 BEML UTC, RRR (AX & 0.3mm LL FORMA) Siro A 
EGMISE A, MEG, SAR ELL, ほか に アノ ソ ク レ ー ス , BERG, FIV 
GRE, YAIR, 福 色 ガラ ス 及 び 坦 酸 鉄 物 が ある 。 

(i) ALCAAS TR AeA Bile : この 岩 型 に 属す る も の は 本 島 に 於 ける 石英 玄武 
岩 の 大 部 分 を 構成 し て いる 。 BETRMO BLM TALIA LA, 比較 的 玲 品 に と む も の 
ts 斑 唱 に 逐 し いも の と が ある 。 前 者 は 勝 本 町 と 箱崎 村 境 界 附 近 か ら 神 岳 及び 橋 山 に 分 
布 す る る も ので, その 他 の この 型 分 布地 の も の は 後者 に 属し , BE GHY KE LDC 
いる 。 班 品 標 橋 石 は 後者 で は これ を 欠く も の も ある が 一 般 に 少量 , 大 き さ Imm 以下 , 
平均 0.3mm, KERCAIEL TWA LOMA AMA CAAKK X 2mm 以下 , 最も る 多量 を 
し め て いる 。 そ の 一 般 的 性 質 は 前 述 の 岩 型 の も の と 同様 で ある 。 SOPRA HRICHK TO, 
量 及 び 大 き さ の 差 が 認め られ な い 。 長 さ 1.5mm 以下 の 半 自 形 柱状 , 微細 な 多 色 性 , Be 
構造 が 認め られ 且つ , LIS LISTE tel CS Mlk IIc BEER, 
KE 0.6mm 以下 で あぁ る が まれ に lmm に 達する も の が ある 。 (100) RLOWHRURB 
帯 構造 を 示し , 3, 波動 消 光 を し めす 。 MRAP BRIS. 一般に 長 & Imm 
以下 の 自 ~ 半 自 形 柱 状 すべ て 双 品 し て いる 。 磁 鉄 鉄 の 役 斑 品 を 含む 。 石 基 構 成 鉄 物 は 休 
eA, SRR, SG, 磁 鉄 鉱 , チタ ン ROK, PEK, FOV TZU OZ, RoE 
び 福 色 ガ ラス で 黒雲 母 を 含む も の も ある 。 この 岩 型 に は , 石英 及び 斜 長石 皇 獲 残 品 Y= 
1.567 @=1.545 Anso-33) が 比較 的 多く 含ま れ て いる 。 

(ili) FEA IS: この 岩石 は 本 島 で は 少な く , KR ECIERE. 神 岳 南 , 
権現 山 な ど に 分 布 し て いる 。 一 般 に , 前 述 の 岩 型 に お お われ て いる が , 権現 山 で は 古 銅 煙 
AA KR at BBOTWSo BERND tC, BEDS vo HBA BILE DS 
(> KS 1mm 以下 の 自 形 柱状 , Ha RUSE AS X 0.5mm 以下 で , これ ら 
の 一 般 的 性 質 は 前 述 の 各 岩 型 に 類似 し て いる 。 石 基 鉱 物 ゃ 同様 で ある 。 槍 山 及び 権現 山 に 
PETS OOMPER MAILS ¢, 林 概 石 は 大 きき Imm 以下 比較 的 多量 を し め 且 つ 石 
zsh t UC DATTA t RIDE SF SA ARD bn, IV。 っ a 型 を 示し て いる 。 
この 岩 型 も 斜 長石 及 び 石 英 捕獲 残 品 を 比較 的 多量 に 含ん で いる 。 
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ANEW (i) SOPRA Sea PERIL : ORR ERE CPRARIB 
を お お つて 僅か に 露出 する も の で あぁ る 。 GPC, MAG MALR LSE, 長 さ 5mm 以 
下 の 自 形 ~ 半 自 形 柱状 オペ パサ イト 縁 を 有 し , 多 色 性 (X=, ZB) 著しく , 
LIE LIZ ABN EODTHASN CWS 叉 , 標 橋 石 と 反応 関係 が 認め られ る 。 WE 
石 は 長 さ 約 0.5mm の 半 自 形 柱状 , Ho, Malie<, 長 さ 約 0.7mm OY ABER, 
且つ 普通 輝石 と 連 品 し て いる 。 MRIS, 大 き さ 1.2mm 以下 , ほとん ど 路 紋 石 化 
し て いる 。 祭 長 石 は 長 さ 4mm 以下 の 自 形 ~ 半 自 形 > し ば し ば 集 班 品 を 呈し , すべ て 双 
HHL CW So AILEY CHAN, 構成 鉄 物 は 前 述 の 各 岩 型 に 類似 する が , 福 色 ガラ ス は む 
し ろ 少 い 。 芦辺 講 吉 に 産 す る も の は これ と 同種 の も の で ある が , PAAR ELC 
“還っ 全く る パリ 5 る 0 

(i) SRASARRAAIWS : 箱崎 村 中 山 に 可 成 り 広 く 分 布 し , 他 に 赤 瀬 鼻 上 部 と 芦 
辺 石 切 場 に 小 苔 出 み られ る 。 BPC BARMLHD CLV o MHEAARALR DOSE? 
し め , 長 さ 2.8mm 以下 の 自 形 ~ 半 自 形 * すべ て 双 上 品 し て いる 。 MBAIAX & 0.8mm 
以下 すべ て イィ イ ヂ ング サイ ト 化 し 是 つ 磁 鉄 鉱 の 反応 縁 を 有 し て いる 。 ARAL, 長 
ざさ 2.5mm 以下 の 自 形 ~ 半 自 形 柱状 , 完全 に オペ パサ イト 化し て いる 。 AEGMIHMMROZ 
岩 型 に 類似 する 。 皇 獲 結 晶 と し て 和合 長 石 は 一 般 に 少 い 。 叉 , 右 英 は 殆ど 残存 し て いな い 。 

(iii) 標 村 石 普通 輝石 角 関 石 安山岩 : 神通 辻 西 方 の 谷 に 発達 する も の で ある 。 鏡 下 で , 
斑 品 角 際 石 は 最も 多量 で , 長 さ 6.5mm 以下 の 柱状 , 多 色 性 (X 三 淡 福 色 , Y=Ree. 
Z 三 緑 福 色 ) 著しい 。 オ パサ イト 縁 を 有 し , 累 帯 構造 が 認め られ る 。 (100) BEOMAY 
FASE CHS. MRA’ RISHAEATS 普通 煙 石 は 長 さ 4mm 以下 の 自 ~ 半 自 形 柱状 , 
(100) RMLOMML BHRERAD SNA. MAAS S 1.5mm 以下 , 周縁 は イボ 
ング サイ ト 化 し て いる 。 MRAHRA 3mm 以下 の 自 ~ 半 自 形 ,* すべ て 双 卓 し て いる 。 
右 基 は 極め て 徴 小 で , 構成 鉱物 は 前 述 の 各 岩 型 に 類似 し て いる 。 
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ERED “BRERA” BOIS, 14 個 の 化学 分 析 を 行 つ た 。 そ の 総 化学 組成 は 第 2 
表 に 示す 如く で ある 。 そ の うち , 人 答 城 崎 の も の は 青木 が に よ つ て 示さ れ た も の を 加え た 。 
表 に みる 如く , 本 島 の “石英 玄武 岩 ” HO SiO, は 51~5926% を し めし て いる 。 こ れ は 
阿武 地区 の “石英 玄武 岩 ” 類 の それ と ほ ゞ 一 致し て いる 。 酸 化物 に つい て は , 本 島 の 各 
岩 類 が か な り 斑 品 に と む も の と , そう で な いも の と が 認め られ , BEM MOMICIOU T 
総 化学 組成 も 変化 に と ん で いる 。 一 般 に , AD “BRK Ra” 類 は 阿武 地区 の 同種 岩 
類 に 比較 し て , (FeO+Fe,O,) と CaO に と み , MgO に 逐 し いも の が 多い 。 叉 , Al,O, 
は 岩 型 に よ つ て か な り 異 り , BARMOLV BM Cs 19% に 達し , それ に と む も の で は 
15% を 示し て , ERIS LW. Peacock の アル カリ ー 石 灰 指 数 は 57.5 を 示し , これ は 
REO “石英 玄武 岩 ” 類 に つい て , 青木 の 示し た 値 と 全く 一 致す る 。 こ れ は 阿武 地区 の 
同種 岩 類 の 同 指 数 60 より 小さ く , ZR 本 邦 の 主 な る カル ク ・ ア ルカ リ 岩 類 の 分 布地 の そ 
PIT IEN THIEN Eo 次 に , この 化学 組成 か ら 算出 され た ノル ム 伝 物 を みる に , すべ 
て ノル 有 ム 石英 を 有 し , 2.2~9.8% の 範囲 を 示し て いる 。 こ れ は 阿武 地区 の 同種 岩 類 の 
2.5~26.69% より や ・ ゝ 低い 傾向 に ある 。 し か し , これ ら の 値 は この 種 の 岩 類 に 普通 に 人 各 
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第 2 表 BREAK 


Nos. 1 2 3 4 5 6 7 8 
Id Wid Wd Yd Yd Vid Yd Vd 
SiO, 50.90 52.52 52.55 53.25 53.37 53.53 53.75 53.80 
Gs 14302 (HOR. SOME) . 1287 OR C00, OTM Se 
AI,0,3 16.80. 19.10 18.86 46.38. 15-41 17.6{ 18.17 18.02 
Fe,O; SAO: SROL "%S00s 44005 “Saeee sis Sales ee olay 
FeO 7209. BOLE OO = «BuO! GT. See 5:18 SS 
MnO CA On Ct“ Ose Ose ob) On 
MgO ZG SCL S87" 46a coh PORTS ey ees 
CaO SeASe STOO mS 21a 0-7. S74 ume7i(40 mek Comm AT 
Na,O 260) LO 3.10 3.8086 S510" onto) EO 
K,O 0.55 S387 ATMA Bie 2.00: eS a oi ess 
2.0; O23. 0:24. 7019 0.99 (0.07, 0:94 a0, ene 
H,O(+) O0875 “1520 = RO | 12S = and een RO ORGS 
H,O(-) OHS1 0.65 | OS54- 40.4941. $8 0159 | 0.56 0.04 
Total 100.18 100.36 100.30 100.10 100.03 100.18 100.21 99.91 


分 析 者 , No.1, 松本 リ り , Nos. 2~15, [SH 
PRA Be Ka, 人 答 城 崎 

租 際 石 含有 横 構 石 安山岩 , HR BR 
同 » FLL fk 
RYDE ERE Rilize, 勝 本 町 本 宮 

MEA Ra Rima RUS, 神谷 西方 谷 
PORES SR ROR 7a ER 5 BG SL, PR A 
AAT A mane Ailes, 勝 本 町 本 宮 
MAA, 岳山 北方 谷 


PARAS 


まれ て いる 石英 捕獲 結 品 の 量 に よる 影響 が あり , KUM FAO % O14 HIE 
ぷ ぶ 石英 捕 算 結晶 を 含有 し て いる 。 い づれ に し て も “ARERR BIB eee 
が 存在 し て いる の で , SiO。 に 過飽和 で あり , ノル ム 石 英 が 算出 され る 。 


5. 壱岐 鳥 産 所 調 “石英 玄武 周 ” 類 の 特長 


索 岐 島 の 所 調 石 英 玄武 岩 類 は 洪 積 志 の も の と 導 え られ , アル カリ 去 武 岩 類 を お お い , 更 
に これ に お お われ て いる 。 一 方 , 阿武 地区 及び 伊万里 以西 の 同様 岩 類 も 同時 期 の も の と 療 
ABN, それ ぞ れ の 地区 の アル カリ 云 武 岩 類 の 活動 後に 叶 出 し て いる 。 し か し , これ ら の 
地区 で は , その 後 の ア ルカ み リ 云 武 岩 類 の 流出 は み ら れ ず , 本 島 の “石英 支 武 岩 ” ROM 
REROWSo Rs RBAAONBB CL FVD) ERYHRAXACEFIC "石英 
KB” BML CS すなわち, LEO “BRAKE” 類 の 流出 の 間 に 時 間 的 間 
PRADO CE MEA LN So REO “BRERA” 類 に つい て は か ゝ る 事実 は 見 出さ 
れ な い 。 

本 島 の 石英 玄武 岩 ” 類 は 前 述 の 如く , WSK RUA PS UEC 
別 さ れ , 前 者 が 広く 分 布 し , 後者 は 比較 的 産出 が 少 い 。 Ky 後者 は 比較 的 褒 基 性 岩 で あ 
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岩 類 の 化学 組成 
EAT A tei ees tte 

9 10 11 12 13 14 15 

Vd Vd Vd Yd Yd Vd yd 
54.41 55.04 55.10 55.33 55.65 57.48 58.97 
1.04 1.09 0.95 1.33 0.64 0.54 0.95 
in 22 16.10 15.68 17392 14.93 15.08 16.43 
3.26 2.14 2.84 3.10 2.46 2.46 2.24 
5.17 6.40 5.77 4.67 6.71 5.56 4.39 
0.15 0.12 0.13 0.19 0.13 0.12 0.10 
4.33 6.03 6.01 3.46 5.98 6.19 2.83 
8.20 6.68 6.96 8.01 7.00 6272 4.96 
2.71 3.01 3.15 3.21 3.00 2.80 3.37 
1.84 2.45 2.22 Zao 2.27 2.19 3.56 
0.12 0.12 Ont 0.17 0.29 0.10 0.19 
0.99 0.79 0.96 0.68 1.02 0.61 1.64 
0.53 OF27 0.48 0.58 0.17 0.33 0.35 
99.97 100.21 100.36 100.96 100.25 100.18 99.98 


9. SREB AT BAZLa, Be 

10. RRA ARRAZILA, PeRETIE AR 

ll. SRRACHRARIRAZILA, 和合 浜 上 

12. HRaeRBAS RAZA, FIN BASE 

13. RRA ARG Zila, 勝 本 町 新城 

14. {SRR AMRAZIUE, 神 岳 頂部 

15. BUR ARTHAS, PORE RL ee 


0, 挿 獲 結 品 と し て , BRAGG, SRAISLWILMHRACHS© 

ABO “BRERA” 類 は 斑 品 鉱物 の 量 的 割合 に か な り 変 化 が なみ られ る 。 MRAILE 
卓 及 び 石 基 と し て 普通 に 含ま れ , 夫々 Ang2-aa, ANgy-39 を 示し て いる 。 こ れ は 阿武 地区 
の 同種 岩 類 の 斜 長石 に 比較 し て や ゝ Na に と む 傾 向 に ある 。 Bs 本 島 の アル カリ 去 武 岩 
類 り の 略 同じ 化学 組成 を し めす も の に 比較 し て , “石英 玄武 岩 ” 類 の 斜 長 石 は ょ り 基 性 で 
ある こと は 阿武 地区 の 場合 と 同様 で ある 。 MA RUAD HAO RANI MRHWKOeN EY 
ESD Fe に と むる もの が 多い こと が 認め られ る 。 BM MiApemORIORL EL TCOKY ty 
灯 石 が 青木 り に ょ つて 報告 され て いる 。 秀 要 石 は 一 般 に 斑 品 と し て の み 産 し , 石 基 と し て 
は 前 述 の 如く , 橋 山 及び 権現 出 の 安山岩 中 に 稀 に 見 出さ れる 。 本 上 島 の 各 岩 類 の それ は 阿武 
地区 の も の に 比べ て や ゝ Fe に と む 傾 向 が ある 。 い づれ る も 福 色 角 図 石 で ある 。 一 方 , 阿武 
地区 の それ は 各 岩 類 に 比較 的 多量 含ま れん て お り , WSN db ATPL RIT Zo 本 島 
で は これ ら の 角 関 石 は 比較 的 塩基 性 岩 に ふく まれ て いる 。 この こと は , 角 関 石 が 比較 的 早 
期 に 品 出 し た こと を 意味 し , 青木 の 述べ た 如く , アル カリ 去 武 岩 マ グマ か ら 生 じ な た 混成 マ 
グマ が 早期 に 何 か 特 殊 の 条件 (例え ば 揮発 性 成分 の 局部 的 濃 集 な ど ) で 温度 の 低下 を 来 し 
た 結果 比較 的 早い 時 期 に 角 阿 石 を 唱 出 し た も の で あろ 3 う 3 © 

この 岩 類 に は 石英 及び 和 斜 長 石 皇 獲 結晶 が 普通 に 含ま れ て いる 。 し か し , 徐 崎 玄武 岩 及 び 
「 岳 の 山北 方 の 安山岩 な どの 比較 的 早期 を 示す 岩 類 中 に は いづ れる も 見 出さ れ な い の は 同化 
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され て し まつ た か 又は 同化 の 量 が 少な か つた か の いづ れ か に ちがい な い 。 HPA RL HH 
中 に これ ら の 捕獲 結晶 が 少 い の る も 同様 の 理由 に よる も の と 思わ れる 。 特に 石英 は 稀 で あ 
So 石英 捕 釘 結 唱 の 同化 の 状態 を みる に 単 斜 石 の 微小 結晶 又は 粒 か ら な る コロ ナ 


を 有する も の , ii) 更に その コ 


OTHE 7 ABUSE L CHER TIED BIBS, iii) 


コロ ナ を 全く 有 し な いも の , ZERBDSN,2N5OF 4, ii) DHSMRHYS<., iii) 
Dy PED Cis CH So 和合 長石 の 捕獲 結 品 の 産 状 に つい て る も , 次 の 3 段 陀 が 認め られ 
る 。 1) 稚 長 石 結晶 の 内 部 に 同心 円 状 に 虫 喰い 状 に 同化 され た も の i) 結 品 内 部 全体 に 
豆 つ て 貝 喰い 状 に 同化 が 進む が , 谷本 来 の 斜 長石 の 性 質 (例え ば 集 片 双 品 な ど ) を の こす 


も の , 11) 結晶 内 部 が 完全 に 


喰 い 状 に 浸 さ れ て , 外縁 は 石 基 の 酸性 斜 長石 に よ つ て 包囲 


され て 本 来 の 斜 長石 の 性 質 は 全く 失わ れ て いる も の な ど が 認め られ る 。 = OR Y Olas 
馬 内 部 の 躍 喰 い の 部 分 及び 最 外縁 は し ば し ば 狂 長 な アフ ノ ソ クレ ー ス に より 包ま れ て いる 。 


BIER, 同化 が すゝ め ば 結 唱 内 部 の 虫 喰い は 大 きく な り , ガラ ス 化 し て お り , 一 層 同 化 が 


すゝ むと 結 品 全体 が ガラ ス 化 し て いる 。 か ゝ る 状態 を 示す ABE を 含む 岩石 は 石 基 に 福 


BAF ARB Wo 本 島 の 各 岩 類 に つい て , ii) と iii) の 場合 が 最も 多く 認め られ る 。 


次 に 本 島 の "石英 玄武 岩 ” 類 の 化学 組成 の 特徴 に つい て 差 寮 する た めい に , SiO, に 対す 
る Na。O と KK。0 の 変化 図 を 第 2 図 に 示し た 。 こ の 図 を みる に , ABO ‘“BRERE” 
BULDRER L ALOT VY) KREGER ORE (MERE) の 
平均 変化 曲線 と の 中 間 に 点 示さ れる 。 こ れ は 叉 , 阿武 地区 の 同種 岩 類 の 同 曲線 と 全く 等 し 
傾向 を 示す も の で あり , "石英 玄武 岩 ” MAY T 4 REY TD) BR) 
D NaO ¢ KO kA, TXAVBREVEL Wo R20/Nas0O る る る に の 
K,0/Na,0 一 SiO。 変化 図 を 第 3 図 に 示し た 。 同 図 に よれ ば , ABO “HRERE” HO 
K,0/Na,0 は SiO, の 増加 に 伴 つ て 急速 に 増大 し て いる 。 阿武 地区 の 同種 岩 類 も 略 同 様 
の 傾向 を 示し て お り , FORA DRED RAE RO GAS LAER EY dare DE 


第 2 図 NazO, KO,—SiO, 変化 図 


Wt, 


rg 


Na,O 


50 59 60 65 70 75 


SiO. Wt. % 


AL : SURG i DEAT Ae aR ES, 破線 : 阿武 地区 産 所 
THAR, 点線 : CPD + FEAR HUTS BE Gh EE ROE 
右 質 岩 系 , 鎖線 : 索 岐 島 ア ルカ リ 岩 系 の 平均 変化 曲線 
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第 3 図 K,0/Na,O—-SOi, 変化 図 


$i02 w% 
記号 は 第 2 図 に 同じ 。 


第 4 図 MgO—FeO+Fe,0,—Na,0+K,0 三角 形 図 


FeO-+Fe:O; 


N20 +K20 MgO 


記号 は 夫々 第 2 図 に 同じ 


に の びている 。 本 島 の アル カリ 岩 系 も SiO, の 増加 に 伴っ つて, K,0/Na,O は 増加 する 償 
ABAENSM, それ は “石英 玄武 岩 ” 類 に 比べ て 著しく な い 。 この K,0/Na,O O% 
語 な る 増加 は アル カリ 玄武 岩 マ グマ か ら 由来 し た カル ク ・ ア ルカ み カリ 岩 系 の 特徴 の ー つ と 
訟 え られ る 。 

次 に 本 島 の “石英 玄武 岩 ” 類 の 分 化 経路 を みる た め に , MgO—FeO+ Fe,03;—Na,0 
+K,O 三角 形 図 を 第 4 図 に 示し た 。 こ の 図 か ら 明 ら か な 如く , RED “BRK” Hi 
WSN YF ERMA DRE E A GREER) の 平均 分 化 曲 線 よ り 下 方 に づれ て 
BREN, 本 島 の アル カリ 央 系 の 平均 分 化 曲 線 と 同様 の 経路 を 辿 つ て いる 。 叉 > これ より 


Piers 


Bult 


ww 
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更に 下方 に 点 示 され る も の が ある が , UN 5AM AOF WV SLOCHASZOG, これ を 
除い た 石 基 の み に つ いて 者 究 す れ ば , 他 の 岩 類 に 近く 点 示 され る 箸 で ある 。 本 島 の “ 石 黄 
“BB” 類 の 分 化 経路 は 同 図 に 示し た 阿武 地区 の それ と は か な りこ と な つて いる 。 
ABO “石英 云 武 岩 ” 類 の 分 化 に つい て , 青木 は か ゝ る 岩 類 は アル カリ 李 要 石 玄 武 岩 
マグ マ が 早期 は 花 同 岩 質 岩 石 を 同化 し て 生じ な た 混成 マグ マ か ら , 混成 作用 を 伴う 品 出 分 化 
作用 に ょ つて 進化 し た と 論じ て いる 。 本 島 の “石英 玄武 岩 ” 類 の 大 部 分 は この 様 な 早期 
の 混成 マグ マ か ら 分 化し た も の と 思わ れる 。 A, Hie, その 他 で は NWa=d HW, Wa 
型 究 山 岩 が 分 布 し て お り , 岳山 東方 で は Wa BERR, MieAbit v7 Vt 
EN ae 古 銅 輝石 (Fs 26) を 生じ て いる も の が 認め られ る 。 MW BER” > 

a AUR KER O aa PCA EEC TOS. COL LUABO “BREUER” 類 
oe ATA e 品 出 する 時 期 の VY) ERECT PEECRIEMVT 
マ か ら る も 由来 し た こと 示唆 し て いる 。 こ の 様 な 事実 は 阿武 地区 に 於 て も 認め られ る 。 この 
岩 類 の 分 化 に 関し て は 人 税関 連 地 域 の 同種 岩 類 を 検討 し て 後に 詳 述 する 予定 で ある 。 


正四 See TORK 
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On the opal-jasper from the Matsuo mine 


ge 木 fit 明 (Toshiaki Suzuki) * 


1. 緒 


Dili 


鉱 染 硫黄 鉱床 で は 一 般 に 蛋白 石化 作用 が 著 る し い の で , 各地 の 硫黄 鉄 床 か ら 蛋 白 右 の 産 
HY が 報告 され て いる 。 松尾 鉄 床 に も 種々 の 色彩 を 示す 蛋白 右 が 認め られ る が , それ ら 
の 一 部 は 鉄 下 和 白石 に な つて いる 。 鉄 蛋白 石 に 就 い て は 硫黄 鉄 床 か ら の 産出 は 未だ な い 様 で 
ある 。 以下 に 本 鉄 物 の 産 状 , 性 質 の 若干 に 就 い て 報告 する 。 


2. 鉄 £€AA 


a. EK 普通 の 了 看 白石 は 蛋白 石化 作用 の 顕著 な 部 分 に 微 脈 状 或 は 不 規則 塊 を な し て 産 
する が , 鉄 看 白石 は 硫黄 鉱 体 特に 第 3 鉄 体 の 硫黄 鉱石 中 に 角 春 状 を な し て 産 し , RUE 
体 に は 認め られ な い 。 LIT PBB ORR ICT Shr ¢ BAA OS ARAL 
に レン ズ 状 脈 を な す 。 本 報告 で は 主として レン ズ 状 脈 を な する の に 就 い て 述べ る 。 

b. 肉眼 観察 ARKOBZAALAAETBWOLOUMRIS<, SOMA, PRA, 
BHR, oth, 稀 に 桃色 の 美 宝 な る の が ある 。 鉄 看 白 石 は 赤色 乃 双 濃 紅色 で 不透明 で ある 。 

脈 状 の も の は 脈 全 部 が 鉄 看 白石 に な つて いる の で は な く , FIMO CMe PBA 
られ , 外側 に 向 つ て 色 が 次 第 に 変化 し て いる 。 即ち 標 式 的 な 順序 を 示せ ば 次 の 様 で ある 。 
濃 紅 色 一 赤色 一 淡 黄 自 色 一 乳白 色 一 淡 緑 色 , 硬度 も 濃 赤 色 の も の で は 約 6 で ある が , 外部 
D% Didi TREC, 乳白 色 の も の で は 硬度 が 2~3 と 見 位 さ れる 。 従 つて 乳白 色 の る も 
DVB ORAG CLR tDE BONS これ ら の 人 色 の 異な る 部 分 は 概して 明 瞳 な 境界 
を 示し て いる 。 叉 一 部 の 脈 に は 妥 状 構造 の 認め ちら れる こと が あり , COBRHGIKEA 
石 の 外周 と は 平行 で な く , これ を 横切っ つて いる (第 2 図 ) 。 角 春 状 の も の は その 大 き さ が 
HEE 2cm 以下 で , 1cm 以下 の も の が 多い 。 こ れ は 濃 紅 色 を 示す も の は な く , 概ね 赤 
色 を 量 し て いる 。 一 般 に 鉄 看 白 石 は 中 殻 状 断 口 を 示し , 不透明 で 球 璃 光沢 を 示し て いる 。 

C. 顕微 鏡 観 察 脈 状 鉄 看 白石 を 鏡 下 で 検 す る と 無色 透明 に 近く , カナ ダバ ル サ ム より 
低層 折 率 を 示す 等 方 性 鉱物 と 赤色 伏 物 と か ら な つて いる 。 濃 紅 色 の 部 分 で は 大 部 分 が 赤色 
鉄 物 か ら な り , その 中 に 0.01mm HROMAB ARM UAMARI CLEA L TOSM, 赤 
色 の 部 分 で は 無色 鉄 物 の 量 が 増加 し , その 大 き さ る も 0.05mm 以上 の も の が 多く な り , H 
脈 状 を 示す 部 分 も ある 。 こ れ ら の 一 部 に は 科 色 を 量 す る 部 分 る も ある 。 

無色 透明 讐 物 は 多く の 部 分 に 収縮 に も と ずく 亀裂 が 認め られ , BEERS EVO, 
BAAL MMSNGZo CNSOHCE 0.02m 以下 の 大 き さ で , BAHL AhANSIO 


* 松尾 鉄 業 株 式 会 社 
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RAIL ER RIB eyE 


0 1 1s 


より 屈折 率 の 高い 久 物 が 微量 認め られ る 。 こ れ は 細長 い 形 を 示す も る の も ある が , 不 規則 形 
ERT VORBWo MREAACET SRR EMC ORMMSA<, BBB LA 
し て お り , BROXMAMPRS & bMS UE VA b oS VARIA BEE Cla Ome 
思わ れる 。 = 
TREN EICROA Cs ae ea LL, BURST DLL Cia < RE ORE TEE 
ERT o © DBM IRCA CHAN 7 A, 個々 の 粒子 の 大 き さ は 不明 で あぁ る が , Mave 
腔 な 消 光 を 示す 0.01mm 位 の 部 分 る ある 。 4 
角 磁 状 の も の は 一 般 に 淡色 で , PRAISE > CHEK ¢ UNS BORA 
石 と 水 酸 化 鉄 と が 密 に 混合 し て いる 。 この 答 色 部 の 中 に は 蛋白 石 の な の 部 分 が ある 上 に , 


第 1 表 

I 20 d (A) Min. 
B52) 25.72 4,353 ae 

9.5 26.92 4.154 G 

9.4 A | 4.126 ay 

Lies 27.38 4.086 CR 
1.2 36.64 3.0821 CW 

175 38.85 2.9130 a 
3.0 41.90 2.7092 Gr? 
4.2 45.18 2.5214 Go Oar Sales 
1.3 51.67 22225 Cr lGeg lel Re ills 

56.81 2.0364 AR 

1.8 57.41 2.0171 G; UG 

LS: 60,90 1.9114 Gee 
Weg) 63.48 1.8413 (Carp JU dali 
1.0 68.45 117291 G, 
1.6 69.50 1.6993 GrCyHyes 
1.8 74.16 1.6069 Ge > 
上 2 74.83 1,5944 G 

H : ARGS, G : IF — i 


Ci: クリ スリ ベル 石 , T: Ree 
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BE OAIE ERD RR EARL TOZLERBSo M 0.05mm 前 後 の 赤 


色 鉄 物 が 少 


量 認め られ , これ る も 比較 的 強い 複 屈折 を 示す の で , IRE E PORK REC 
ある と 見 働 さ れる 。 MREWIRABO EAU ADEA ERA Vo 


d. XRT MRO AS b DIC BC XARA & FTV 
ERO ie “da( A) RC 


ビー ド 2°/min, 対 陰極 は Fe CHS 


5, 4@D chart 76 


HE BES 30KV, 1l0mA, AHY=Y7TR 


COMRICES ERERAPOREMIMT 94 ( 赤 鉄 鉄 の 混入 も 考え られ る ), 


PRESSE, 7 UV ANVES CHS EBA SN So MIF AMM I FLMC 


は 検 し 得 な い が , SEP CEAEOMANLS ( OMDREAACHSLBKRGNSO 


令 和 白 右 か ら ク リス トバ ル 右 に 結 品 化す る ご と が , 
黄 鉄 床 の 変質 母 岩 に は 昼 白 右 に 伴 な つて クリ スト バル 右 及 び 鱗 理 右 が 展 々 産 し て いる が , 


FR) に ょ り 報 告 さ れ て いる 外 , BE 


その 和 密接 な 関係 か ふら クリ スト バル 石 及 び 鱗 理 右 は a 
従 つ て 本 鉱物 中 の クリ スト バベル 右 及 び ee 


ERA LY 結 醒 化し た も の と 思わ れる 。 
EAMONN > RA Pi 含ま れ て いる こと か ら , 


や は りこ れ ら の 鉄 物 は 側 白 右 か ら 結 量化 し た も の と 考え られ る 。 
e. UAE ORR ea は 第 及び 第 3 MORN HERI kA DN CWS 


即ち 硬質 部 で は 鉄 側 自 石 の 


針 或 は な 色 の 異な る 部 分 の 境界 に 治っ つて BULA RAL Tw 


ee ae Pn Re Ee eee 


DOBRA CHS. (ROY OWE 


包ん だ 様 に な つて いる も の が 多い の で , 


化 作 用 よ ょ り 遅 れ て ERLE SOE Mies nr, 
叉 称 に 硫化 鉄 た より 交代 され た 部 分 る ある 。 
脈 状 鉄 蛋白 右 が 鉱床 の 周辺 に あり , Fao 
の も の が 硫黄 鉱床 に 産 す る こと は aR 
床 の 鉄 石英 の 産 状 と 極め て 類似 し て いる 。 即 
SAFER? に ょ る と 脈 状 鉄 石 英 は 鉱床 の 周 
辺 に 限 つ て 産 し , 鉱床 内 に は 発見 され る こと 
が な い の に 対し , 角 春 状 の 鉄 石英 は 黒 鉱 ・ 黄 
Gk AS Ac He CG RETIN) 


と で ある 。 


Ajo BE 


ET LEME BELT 


第 3 図 


de S) BG 7 


Shee EH 
) ——_ Fit && 


約 


ESBS PED REA AlCtS MRR LER 2 種類 が あり , 前 者 は 鉱床 周辺 の 変質 帯 に 限 
られ , BARRA PRICES So INS ERR 
果 , F—-t4tRUBAAOESMC 信 


PROG AI LOR Leh 


AO—BS7 VA bo, SERA RG deal 6 


KIC) BABES 御 指導 御 便宜 を 賜 わ つ た 東北 大 学 竹 内 教授 
及び X 線 盗 料 に 便宜 を 与え られ た 東北 大 学 南部 松 夫 助教 授 に 深 其 な る 詩音 を 表す る 。 
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1. WCRKRA BIRALEEB (一 = コル) 3. fAPeRREAG (—-= 32) 
自 色 部 : Et CRAA J: SAG O: RAG 
黒色 部 : ゲー サイ ト (及び 赤 鉄 録 ) S: 浴 離 硫黄 B: ZAR 
x100 x40 
2. IRRREA BAER (ーー ニ = コル ) 4. fa@orGeBAG ( キ += コル ) 
Afi : 2LUCRAA (3 か ら 0.7mm 左 へ ずれ な た 処 ) 
濃 黒 色 部 : 1 と 同様 な 部 分 3 の S の み が 複 屈折 を 示し た も の , 
BER CRB 7-4 b OWRD x 40 
x 100 
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3) 木下 亀城 , 本 邦 の 黒鉄 鉄 床 , 102~103, 1944. 丸 療 
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Abstract: 


of which electron micrographs, X-ray powder diffractions and infrared 
absorption spectra were described. 


BR TE 


= 


Data 


Mullite in porcelain bodies 


k 


— (Keiichi Omori) * 


fal] (Tsuyoshi Nakashima) ** 


Mullite was found in porcelain boodies heated at 1300°C, 


実験 に 用 いた 試料 は 日 本 陶器 株 式 会 社 の 好意 に よ つ て , 同 研究 課 に 於 いて 筆者 (T.N.) 


が 作成 し た る も の で あぁ る 。 原料 鉱物 に は 新潟 県 金 
新潟 県 村上 粘 ヨ 


(sericite and quantz 
を 使用 , 何れ る も 委 8 以下 に 粉 細 し た 後 , 
乾燥 後 , 酸化 吉日 


し た も る の で ある 。 
原料 鉄 物 の 混合 割合 は 第 1 事 の 如く で ある 。 こ れ を 便宜 上 SA, SB, M 及び KK と 符号 


Bitio CNH ORBAN DABLEL, 表面 は ヨ 


及び 熊本 り 
混合 水 を カ 
AVIANE OETA BSA 
uh CR Lito 2 > ad TRAE COA 


PLEA, BAUR, 朝鮮 カオ リン ; 

県 天草 陶 夏 (sericite and quartz) 
で ね り 1x2x38om 大 に 成型 
FP で 種々 の 温度 に 加熱 , 訪 か ら 取 り 出 し た 後 補 
PEAR RAY 


で 約 22 時 間 加 熱 後 1300°C に 


ド 滑 で , 殆 ん ど 収 縮 , 膨 彩 は 認め 


な なれ な が つた 
次 に これ ら の 表面 を カー ボラ ンダ ム の 細 粉 で 研 魔 し た 後 , 1.596 HF Wye 15 AA 
(室温 15°C) BUCHME BAL, OK CUE HORE V7) DECETROGFAL 
第 1 # 
符号 lene SS emcee] 備考 
HV EER 
Sux 25% 25% 50% — — DEE 
Sg 以上 
同 8k 
SB 25 25 50 — ー= 以下 
25 — 25 50 — 
K 25 — 25 — 50 


* HALRB PACS 


** DAMIR ROP RALK AES 


202 BBRRKABRBSA 


ein 


tt 


撮影 し た 。 


2. 電子 顕微 鏡 写 真 


この 電子 頭 徹 鏡 写真 を 第 1 図 U)~(4) に 掲げ る 。 


M 及び K の 何れ に も ムラ イト の 長 柱 状 結 唱 が 見 られ る 。 RAIA aC 


(110) A (110) は ほ さ 190 GC, BLESBHDS (010) に 発達 じ て で て いる? 


PAC WAEY RIC LOC, 唇 子 用 磁器 中 の ムラ イト の 
が , 磁器 素地 中 の 々 ライ ト に つい て は 記さ れ て いな い 。s 


第 1 図 か ら 見 られ る よう に , ムラ イト に は 一般 に 磁器 素地 が ガラ スズ 化 じ し 


HEL, ガラ スズ ス 化 じ な い 部 分 に は 有 甘 ボボ 残 存 し て いる 。 ムラ イト が 最 


写真 か ら 明 ら か な 様 に SA, 


aL» 


ET BRAATHENS 


TOBA VC AK 


RM DAK (BEL CWS 


の は SA EM で あり , 試料 に よ つ て 結 品 の 大 き さ に 違い が ある の は , FH POM We 


の 違い に 基 ず く る も の で ある ろう Dun 


第 < まき 
Mullite Associated 
SA SB \ Is (ASTM) quartz 
d(A) |I/L}d(A) [T/L a(A) f/f} a(A) T/L a(A) T/L hkl | a(A) [1/11| bel 
5.405b| 155.405 | 33/5.372 | 85l5.405 | 875.36 | 40| 110 
4.270 | 25/4.291 334.250 | 92954.270 | 25 4.26 35| 100 
3.723 5|3.801 13 200 
3.401 2013 0404 4713.414 | 67/3.427 | 253.41 71| 120 
3.376 | 5013.389 | 60/3.370 | 8513.401 42'3.38 | 100] 210 
3.351 | 10013.363 | 1003.326 | 100.363 | 100 3.343 | 100, 101 
2.885 | 13|2.894b| 13/2.876 | 25/2.894 | 13/2.88 | 25] 001 
2.691 | 13/2.698 | 27/2.691 35/2.706 | 1312.69 51| 220 
2.543 | 28/2.550 | 332.543 | 50/2.550 | 232.54 | 60) 111 
2.462 8 2.468 | 10 2.458) 12 110 
2,430 8 2.436 82.42 | 17] 130 
2.287b| 812.292 | 13/2.287 | 17/2.292 | 13'2.29 | 24) 201 2282 121] 102 
2.238b| 8 2.237 6] 111 
2.206 | 202.212 | 402.201 50/2.21 202.20 | 75} 121 
2.127b| 8l2.080b| 5/2.118b| 17/2.132 82.12 29| 230 |2.128 9| 200 
1.885 | 9 | 400 
1.841 81.845 | 1311.838 | 101.821 1011.837 | 12] 311 
1.824 gll.824 | 13 1817.) 17) 118 
1.719 51.710 | 7}.240 
1.704 81.707 | 13/1.701 17|1.698 511.692 | 13] 420 
1.656 811.661 " 1.659 3| 103 
1.508 oe 1.597 | 23] 041 
1.577 | | 9) 401 
1.544b| 8 1.541 | 15] 211 
1.523 | 131.528 | 251.523 | 35]1.523 | 131.522] 59] 331 
| 1.459 | 12| 421 
1.443 | 511.445 | 13]/1.441b} 17/1.447b| 101,440 | 30| 002 
1.423 | 10 1.422 | 6] 250 
1.406 81.403 | 11| 520 
1.384 8 1.382] 7| 212 
1.375 12 1.879b 8 L375 11| 203 
el el eee Al Li cee ee a 
b は 巾 の 広い 線 を 示す ) 
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3. XP AELT HR 


MII NS OBE EMAWBMAIC LT, Geigerflex で X 線 粉末 廻 折 曲 線 を 作成 し た 。 
この 際 の 実験 条件 は , XR CuKke (フィ ルター Ni), 電圧 30kV, 電流 10mA, scale 
factor 8, multiplier 1, time constant 2 秒 , rate 毎 分 1°, divergent slit 1°, 
scatter slit 1°, receiving slit 0.2mm で ある 。 こ の 結果 を 第 2 表 に 示す 。 これ より ム 
ライ ト が 残存 石英 と 共に 残存 する こと が 明か で ある 。 こ の ムラ イト は Murthy と Hum- 


mel?) の 記載 し た ムラ イト と よく 一 致し て いる 。 


4. 赤外線 吸収 曲線 


同じ 試料 を 用 いて 赤外線 吸収 曲線 を 作成 し た 。 実験 装置 は Perkin-Elmer 21 型 複 光 
束 自 記 式 赤外線 分 光 器 で , KBr disk に よる 方 法 で ある 。 こ の 結果 を 第 2 図 に 示す 。 

R. Roy と E.E. Francis3) は ムラ イト を 季 線 右 と 区 別 す る 方 法 に 赤外線 吸収 曲線 が 
有効 で ある こと を 述べ て いる 。 即ち ムラ イト は Iw AX AMINED, LM 8.6g 
に これ に 次 ぐ 吸 収 が 見 られ る の に 対し , BRA Clk 8.45, 9.7, 10.45, 11.0, 11.3, 
12.25, 13.4 及び 14.4n に ほ ゞ 同 大 の 吸収 が 現われ る 。 

第 2 図 か ら 明 か な 様 に , SA, SB, M, K 及び 1200°C に 加熱 し た M の 価 れ に も 9.3 
に に 大きな 吸収 が あり , 叉 8.6 ヶ x に これ に 次 ぐ 吸 収 が 現われ て いる 。 CHEVY COBB 


第 2 図 磁器 素地 の 赤外線 吸収 曲線 


WAVE LENGTH IN yp 
60 720 


25 3.0 4.0 oe 8.0 30 /00 11,012. O15. O14. 015.0 
sn Ol ーー 
sft - fo Ll, | | joes | 
| | | | | 
— $A (1300°C)— cl 
4 4 4 + LL pee i bal 
| rami COS Va ata | 
- | 1 
ie aaa =P 7 
(98 (1500°C) | 
の ここ 自陣 
S ーー ト +m (1300°C) 
= | i ei Wl Roe TD 
3 fee el Swe 
= | 
に | 
iG 1K (1300°C) 
g ーー トト L + = 
8 Simin 
に トー 
で EA TE | -" 
i M(1200°C)- 
i: ae ee bee) 
ell ld al 
トト トド 
| ai i | 
| { 
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sty ae a es See St ! + 上 tt ete エニ トニ トト = に ゴ 
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ライ ト で ある こと が 明か で ある 。 HW 13 ヶ 附近 の 小さ な 吸収 は 共存 する 右 英 に 基 ず くる も の 
で ある 。 


終り 


に 臨み , この 研究 の 試料 作成 に 多大 の 便宜 を 与え れ た 日 本 陶器 株 式 会 社 釘 宮 太 郎 氏 


z び に 研究 課 の 各位 に 深謝 の 意 を 表す る 。 又 電 子 頭 徴 鏡 写 真 の 撮影 に 協力 し た 今野 就 助 手 


(RAT So 
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鉱物 学 及 び 結 晶 学 


8455, OO Mew Frondel, C., 
Marvin, eB Lto, J. 
従来 日 本 及び ス ェ ー デ ン で し か 産出 が 
知ら れ て いな か つた 考 石 が , 世界 各地 で 
見 出さ れつ つ あ る 。 キュ ー バ の Charco 
Redondo 産 の 酸化 マン ガン 人 “dela- 
torreite” 及び 米国 博物 館 所 蔵 下記 六 産 
地 の 酸 化 マ ン ガ ン 鉄 は いづ れる BACH 
る こと が 判明 し た 。 ポル ト ガ ル Farra- 
gudo, ¥) Hiittenberg, サイ パン 島 , 
フラ ンス Romanéche, 米国 Sterling 
Hill ブラ ジル Bahia。 こ の 中 3 個 の 化 
学 分 析 を 行い その 一 例 は Farragudo 産 : 
MnO, 70.23, MnO 11.19, CaO 0.96, 


SrO 0.01, Li,O 0.05, Na,O 1.16, 
K,O 0.61, MgO 3.90, CoO 0.01, 
Fe,O, 0.01, SiO, 0.68, SO, 0.24, 


H,O 10.50, P,O; 0.13, MoO, 0.05, 
合計 99.73% で ぁ る 。 mHD (OFA 
(Mn?, Mg, Ca, Ba, K, Na), Mn4.0,2: 
38H,0 GHDSNDo RAWAL TF — 
ター は いづ れる ゃ も d=9.56~9.60A に 最強 
線 が 現われ , 日 本 産 の 標 塗 試料 と 一 致し 
て いる 。 DTA 曲線 は 625°C 附近 に 吸 
Be —7 Zo (Am. Min., 45, 1167 
~1173, 1960) [長谷 川 


8456, 酸化 マン ガン の 研究 IV, BE 
Straczek, J. A, Horen, A., Ross, 
M., Warshaw, C. M. 

キュ ー バ 島 に 広く 分 布 す る vv Ar BK 
PR AVCHD CE lca ePEL> 現在 ま 
で に 人 鉄 石 と し て 数 千 ト ン も 稼 行 され た も 
の と 思わ れる 。 Oriente 地区 の Boston, 
Quinto, Charco Redondo & 14 Ov 
ン ガ ン 八 山 産 の 酸化 マン ガン 鉄 は いづ れ 


も 協 石 を 主要 成分 と する る もの で ある 。 特 
に Charco Redondo #0 % Olx'29T 
wink LC “delatorreite’ と 名 付け 
られ た も の で ある (1952). GAIL 
岩層 中 に 碧 玉 ; 石灰 岩 を 伴 つ て 用 胎 し , 

凝灰岩 は 著しく モン モリ ロン 石化 し て い 
る 。 Mn 源 と し て は 温泉 作用 或いは 海 成 
HEBD A GSN CWODo MAILER, MK 
維 状 或いは 不 規 則 塊 状 で pyrolusite, 
cryptomelane, manganite, psilome- 
lane 等 と 共生 し て いる 。 6 個 の 試料 に つ 
いて 化学 分 析 を 行 つ て お ちり , その 一 例 は 
Quinto 産 ; MnO, 72.37, MnO 10.04, 
CaO 2.57, SrO 0.60, BaO 1.05, 

Na,O 1.30, K,O 0.24, MgO 1.04, 

Al,O, 0.46, Fe,O, 0.06, SiO, 0.95, 
H,O 8.80, 合計 99.48, 比重 3.82 で あ 
Bo (eertt UTI (Ca, Na, Mn*, 

K) (Mn+4, Mn+2, Mg), O,2:3H,O が 
適当 と 思わ れる 。 XZ DTA 曲線 は 673°C 
及び 437° に 顕著 な 吸熱 ピー ク が 現われ 
て いる 。 BRM ORR FILA D 
し く は が 90° に 近い 単 斜 唱 系 と 判定 
Sn, XX 線 粉末 加 折 デー ター か ら a= 
9.75, b=2.84,, c=9.59A, B=90° の 
{248 Nt2>. (Am. Min., 45, 1174~ 
1184, 1960) [長谷 川 〕 


8457, 石英 ーー コ ー ザ イト 転移 Boyd, 
Eee negrad in Ie. 

20~40kb 圧力 下 , 700~1700°C に お 
ける 石英 一 コー ザイ ト ! 転移 曲線 の 測定 を 
4 /ES Tes a Ve NO 
0.0112 T, {AL Pix kb, T は 温度 の 
式 で 示さ れる 。 この 研究 を 地質 学 に 適用 
する と , 石英 は 地球 の 深き さ 100km 以内 
で は コー ザイ ト に は BBL EOD CHR 
を 構成 し て いる 岩石 中 に は コー ザイ ト に は 
存在 し で な い だ ろ 3 う 。 (J. Geophys. 


7536 岩石 鉱物 鉄 打 学会 誌 


Res., 65, 749~756, 1960) (#2) 


8458, 石英 一 ? リ スト バル 石 の 変 移 
Chaklader, A.C.D., Roberts, A.L. 

筆者 等 は 石英 一 クリ スト バベル 石 の BE 
に つい て , 1400°~165°C の 温度 範囲 で 
実験 を 行 つ た 。 その 結果 この 変 移 は これ 
まで 信じ られ て いた よう に 直接 的 な も の 
で は な く , 中 間 的 な 変 移 相 を 持つ こと が 
明らか と な つた 。 CORB MIE 2.304 
0.005gr/cm? の 比重 を 持つ 。 こ の 実験 で 
筆者 等 は マダ ガス カル 石英 と ブラ ジル 石 
英 を 用 いて いる が , 両者 と も 分 光 分 析 に 
ょ つて 確認 し た 不純 物 の 割合 は 異な ら な 
い に も か か わら ず , ZBRISOREIL S 
ダ ガ ス カル 石英 の 方 が 早い 。 

変 移 相 の 大 よそ の 連続 反応 エネ ル ギ を 
理論 的 に 計算 し , これ を 適用 し て みる と , 
その 濃度 が 増加 し て 最高 値 に 至る まで は 
実験 値 と 一 致す る が , この 値 を すぎ て 変 
移 相 の 濃度 が 減少 する 方 向 に 向う と き は 
実験 値 は 理論 値 か ら ず れる 。 筆者 等 は こ 
の こと に 注目 し , 若干 の 考察 を 行 つ て い 
4o (Jour. Am. Ceram. Soc., 44, 
35~41, 1961) [Ae] 


8459, 族長 石 二 オカ マン 石 系 の ADS 
的 解析 De Wys, E.C. 

筆者 は 実験 的 に 決定 され た 灰 長 石 一 
カマ ン 石 系 (DeWys KU Foster, 
1956) に つい て の 難 力 学 的 な 考察 を ここ 
ろ み た 。 それ に よる と この 系 に お ける 話 
融 想 は イオ ン の 性 質 を 持つ も の と Heres 
れる 。 し た が つて この 系 の 液 相 の 関係 は 
電離 度 の 値 か ら 理論 的 に 決定 する こと が 
で きる で あろ 3 う 3 う 。 実際 に 熱 力 学 的 計算 を 
用 いて 算出 し た 理論 値 は 了 Lant Hoff 
factor を 2 と し た 場合 に 実際 値 と ほぼ 一 
致す る 。 COLI REMMI BY 
て は 灰 長石 は Ca®+ と (Al。Si。O。)23= の 
イオ ン に 電離 し て いる と 巻き られ る %。 


この よう に 熟 力 学 的 計算 に よ つ て | 実験 
的 に 得 た オカ マン 石 の 液 相 線 を 再現 する 
こと が 可能 で ある 。 この 存在 する と 又 う 
BALIETISYVOG, FTATVYAR 
1325°C DLE GARREIC 7A (Osborn 
RU Schairer 1941) {5557 
を 証明 する こと に は な ら な い 。 (Min. 
Mag., 32, 644~649, 1960) [天沼 】 


8460, Kitx FLY EKO th RR 
dimethyl formamide Meyrowitz, 
Re Guttitta, By Wevin, iB. 

CH。I。 BROMRMBMEL CHI 
dimethyl sulfoxide ((CH3),SO) 23841 
て いる こと を 紹介 し た が (本 欄 8350), 同 
著者 等 に より 新 に n, n-dimethylform- 
amide (DMF), HCON (CHs3),, 23% 
BRE LC 東 に 便利 で ある こと が 見 出 
され た 。 KS (CH,),SO-CH,1, BYR 
は 保存 中 血 赤色 に 変色 する 欠点 が ある 
2, DMF-CH,I, 重 液 で は 銅 片 と 接触 さ 
せ て お け ば 変色 の お それ は な く BAAD 
RAF CREEL ASTI CH So NX 10 
数 回 の 分 離 操作 を 行 つ て も 比重 の 変化 は 
少く 0.02 程度 の 増加 が み ら れ る だ け で 
あぁ ある 。 DMF の 沸点 は 153°C, 蒸気 圧 も 
< (5.0mm. Hg, 30°) Bey au. 
但し 皮膚 に ふれ させ た り , 蒸気 を 吸入 し 
な いよ うに 注意 する 必要 が ある 。 アセ ト 
ン や 水 に 次 解す る 。 重 液 選 別 後 の 試料 は 
アセ トン で 洗 浴 し , 洗 交 液 を 多量 の 水 と 
温 合 する こと に より CHI, を 回 収 で き 
So (Am, Min., 45 1278~1280, 
1960) [長谷 川 〕 


~~ 


洪 石 学 及 び 火 山 学 


ーー 
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8461, スケ ル ガ ー ド BABROERD 
元素 の 変化 Wager, L. R. 
A7TVA—¥ BRKBHR®D layered 
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series と upper border group の 再 分 
類 を 行ない , 各 zone OB k RUMARGK 
物 の 組成 を 示し て いる 。 多数 の 化学 分 析 
値 を 酸化 物 一 layered series OX OA 
化 図 に 点 示 し 成分 変化 を 述べ て いる 。 即 
% SiO,, CaO, Na,O は 殆 ん ど 変 化 な 
AOS OR うる 減 ぶ 1 

Fe,O; と K,0 は や ゝ 増加 する , HOB 
化 の 著しい の は FeO と MgO で あり , 

前 者 は 連続 的 に 下部 か ら 2400m まで 急 
速 に 増加 し , それ 以後 は や ゝ 減少 する , 

一 方 MgO は や > 急激 に 連続 的 に 減少 す 
る 。 hidden zone の 組成 及び 量 を 急冷 
tia (本 源 マ グマ ) の 組成 , layered 
series OH, TiO, RU P,O; DA 
推定 し て いる 。 本 源 マ グマ の 分 別 品 出 作 
用 に よる 残 液 の 化学 組成 を 計算 し , これ 
を Ab/Ab+An, a 図 , Mg—Fe 
+Mn—Na+K 図 に 点 示 し , マグ マ の 分 


化 に つい て 議論 し て いる 。 (Jour. Petr., 
1, 364~398, 1960) BA 


8462, Skaergaard HAJEKOUIL 
ボボ スピネル Vincent, E. A. 
Skaergaard BA aOR a Pict 
FIVGFBLEF IT VRE mathayt 
DPS PRICHEA I LT WAAIC 
は primary precipitate と し て 存在 し 
て いる 。 ウル ボス ビ ピ ビ ネ ル は primary 
precipitate の 含 チ タン 磁 鉄 鉱 か ら BRA 
し て 析出 し , “PER BILES ENR a O TS a 
く か ら , Pane a, Tic KE Me 
(layered series の 54508) まで 認め ら 
NM, それ より 高い 所 の 岩石 中 に は 発見 さ 
れ な い 。 MRK b MEAT 6 Dis AAC 
は ウル ボス ピ ネ ル の みか 或いは チタ ン 鉄 
Gk, 後に ウル ボス ビ ネ ル 或いは チタ ン 鉄 
鉄 の みな が 析出 する , し か し 含 チ タン 磁 鉄 
— 鉄 の 総 化学 組成 は マグ マ と の 酸化 一 層 元 
: 平衡 を た も ち , 徐 冷 却 に よ つ て 変化 する 。 
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EUS PERERA CILIER ICH チタ ン 鉄 
GRE HOARSE, この チタ ン 鉄 
鉄 は ツウ ル ボ スピ ネル が 固 相 分 離 線 以下 で 
酸化 作用 に ょ つて 変っ た も の と 考え られ 
Do 鉄 夷 編 岩 の 磁 鉄 鉄 の ある も の に は 2 
HOF Vv RRO BAH BAD SNS, 
幅 の 広い 明確 な も の は 比較 的 高温 で 直接 
BEA LTE DOCH, 明確 で な い 細 いる 
の は ウル ボス え スピ ネル と し て 析出 し , 只 期 
の 酸化 に よ つ て FIV RRMICBOR LO 
で ある 。 

ERATNVA— PRABAD se AZ 
磁 鉄 鉄 一 ウル ボス ビ ピ ビ ネ ル 連 品 の 化学 分 析 
$RLTWBo (N. Jb. Miner., Abh. 
94, 993~1016, 1960) (FAI 


8463, Minnesota, Duluth の 
Endion シル Ernst, W. G. 

Endion シル は Minnesota i, 
Duluth に あり , JX 1500-ft, Kewee- 
nawan flow DOfRICHAL ToHo 下部 
か ら 上 部 に 向 つ て 岩 種 は Tie a —7E a BY 
縁 岩 デラ の 22) 
NEWB L CWS Thi t 7 7 7 
ファ イア ー は 岩 体 の 約 4098 FAD TW 
Bo グラ ノ フ ァ AT aR Y Vb tk 
Ax € BMV REA Lets 又は 複合 シル と る も 
BARNS. グラ ノ フ ァ 47 —L Ah 
Pa Re PO7Z VS bA-tA bw KR 

マグ マ の 分 別 卓 出 作 用 に た よ つ で 生じ た 
a DtBAGBN4S. Endion » rHmgs 
PRAILMABIEZL<, ERERRO 
部 分 に 鉄 の 濃 集 が 認め られ な い ; これ は 
H,O の 濃 集 と これ に よ つ て 品 出 作用 の 
間 に 酸 素 分 圧 が 殆 ん ど 一 定 で あつ た ご と 
た 帰 因 する まだ アル カリ 長 右 と KFe- 
Siz0, ODMR U 固 相 分 離 線 以下 に 於 て 
PREG DBREL COZ OD この 機構 に よ 
BtEBzbuSe (jour, Petr: 1, 286 
~303, 1960) [青木 ] 
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8464, BEMBEHDAZRKWaHrO 
A Carmichael, I. S. E. 

英国 及び ア ィ スラ ンド の 第 三 紀 酸性 ガ 
IAB Ke PORAR GO 光学 的 研究 
BAT Sa i nie 
含む 6 個 の 長石 の 新 分 析 を 行 な つ た 。 こ 
れ ら の 長石 は すべ て 高温 型 に 属し て い 
So 斑 品 斜 長 右 成分 と 残 液 グ ラス の ノル 
LRAKD & Bowen の 合成 曹長 石 一 灰 
長石 系 の 図 に 点 示 する と , BRIER 
と 液 相 線 上 に 落ち , ほ ゞ 平衡 条件 下 で 品 
HVEBOA RON AL TH So 
マグ マ の 組成 は Or-Ab-An 系 の 長石 
相 線 の 下 に 点 示 され る が , この 酸性 マ 
マ の 温度 降下 に よ ょ つて 最初 に 斜 長 石 が 
出し , この 録 物 は 約 5% の Or を 含む 。 tn 
出 作用 が 進む に つれ て MR Abels Ab 
BA, マグ マ は 化学 組成 を 変え , Or- 
Ab 系 の cotectic point の 方 へ 移動 す 
Do 残 液 の 組成 が cotectic point に 達 
する 少 じ 前 に た サミ イデ ン が が 品 出 し 始め 
CAVUEAMEARHED Con CT Ab BAK 7% 
り , —BSRALT I -VI7IV—-AzArIc# 
0, 次 第 に Or に 富み は じ め , RII 
vk cotectic point < 達する (Min. 
Mag, 32, 587~608, 1960) [#K) 
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8465, FRAKOBEMPRERELSE 
OpBAy+ANESs Isokh, E.P., Kazitzin, 
iis Ne, 

FYMRABI DO 構造 的 不 連 続 性 に 
つい て , その 証拠 と 例 が 挙げ られ て いる 。 

Ab-An 系 列 の 不 連 続 性 は , lattice 
parameter (b. c. Y¥) の 不 連 続 的 訟 化 , 
2V 曲線 の (+), (-) の 上 転移, 或いは 生 
成熟 の 相違 に よ つ て , 明らか で あり 3 つ 
の type に 分 けら れる 。 

(1) Albite type (An0~30-359¢) 

(a) true isomorphism の 領域 
(An0~59) 


(b) immiscibility (peristerites) 
の 領域 (ANS~179%) 

(c) true isomorphism の 領域 
(An17~30-359%) 

(2) Intermediate type: Ab 構造 
の 層 と Ab MEOERLBe ZL 
て いる (An30-35~70%) 

(3) Anorthite type (An70~1009%) 
(a) body centered lattice (An 

7096~) 
(b) primitive lattice (An 10096 
以下 ) 

Ab-An 系 烈 の 不 連 続 性 を 示す 例 と し 
a series 
中 の 倖 長 石 の 段階 的 な zoning を 挙げ て 
wBo (Mem. All-Union Min. Soc., 
3, 247~260, 1959) (=F) 


8466, California, 北部 Berkeley 
Hills, 2FSGEEHO lawsonite と 
pumpellyite Cavis, G.A. 附 lawso- 
nite の #47553 Pabst, A. 

北部 Berkeley EMO DYA ha? 
に は 脈 状 或 は 層状 に lawsonite pHi 
に 発達 し て いる 。 eR Hic HEISE 
tL CHES ZEBRA AIL 少 ぐ と も そ 
の 一 部 は eclogite の 後退 変質 作用 に 依 つ 
て 生じ た る の と 思わ れる 。 hao 
lawsonite に 富ん だ 層状 部 と 脈 状 鉄 物 と 
し て 産 す る lawsonite と pumpellyite 
と は 藍 病 石化 変成 作用 の 条件 下 で 変成 分 
化 作 用 に 依っ つて 生成 され た も の と 思わ れ 
Bo 

Meer a 六方 卓 系 CaAl,SiyO。 え の 
lawsonite の 熱 転 移 は 長 時 間 加 熱 す る こ 
と に より 410°C の 低温 度 で 起 る 事 が 分 
つた 。700°C 附近 で は 1 時 間 乃 至 そ れ 以 
下 で 完全 に 転移 が 行わ れる 。410°C WH 
700°C 間 の 温度 で は 一 部 の 転移 は 起 る が 
残り の lawsonite は 長 時 間 そ の 位 で 残 
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So 転移 の 起り 始め と 終り を 見 る に は 粉 
末法 より , 単 結 晶 法 の 方 が 鋭敏 で ある 。 

(Am: Jour. Sci, 258, 689~704, 
1960) [植田 〕 


8467, 中 央 日 本 , =) RBRERO 
jadeite Seki, Y. 

中 天 日 本 に 帯状 に 分 布 す る 三波 川 変成 
岩 帯 の 低 変成 度 の 部 分 の 泥 質 , WH, 塩 
基 性 結晶 片岩 中 に jadeite RHTZ. 
岩 中 に 於 ける jadeite と 石英 と の 安定 組 
合せ は 温度 が 200°~300°C, 圧力 は 6~ 
12 kilobars と 思わ れる 。 Na に 富ん だ 
倖 長石 , ロー ソン 石 , RRA, ERA, 
陽 起 石 , mIEAL jadeite と の 組合 せ は 
含 Jadeite 塩基 性 片岩 中 に 普通 で ある 
が が, 白雲 母 は その 岩石 中 に は 寧ろ 稀 で あ 
る 。 含 jadeite 泥 質 , MRR # Ci 
jadeite, ロー ソン 石 , YEG, Na に 富 
ARARA, 右 英 , 白雲 母 の 鉱物 組合 せ 
が 普通 で , BRA Bia, RA, 
pumpellyite, 方 解 石 は 存在 し な い 。 Z 
等 岩石 の 鉱物 組合 せ の 相 異 は EOE 
性 火山 岩 と 泥 質 , 砂 質 堆積 岩 と の 間 の 化 
学 組成 の 差 に 起因 する も の で , (Al, Fe), 
0O。 一 CaO 一 (Mg, Fe)O—Na,O の 4 成分 
図表 で 現 わ せ ば 前 者 の 岩石 は jadeite, 
Na に 富む 斜 長 石 >) ロー ソン 石 , RRA, 
Bika, 緑 泥 石 , 藍 区 石 で 囲ま れる 範囲 
で , 又 後 者 の 岩石 は jadeite, ロー ソン 
A mE ALE CHEN SA HC ZO 
鉄 物 組 合せ を 現 わ す 事 が 出来 る 。 (Am. 
Jour. Sci., 258, 705~715, 1960) 

ChE 


8468, 西南 日 本 柳井 地 万 の ERAS 
と 花彫 准 緑 同類 の 模造 皆 石 学 的 研究 岡村 
ge 

士 南 日 本 内 帯 の 南 縁 部 に 当る 柳井 地方 
は その 大 部 分 が 領 察 変成 岩 類 及び 種々 の 
花 賠 医 緑 岩 よ り 成 り , 変成 岩 類 の 殆ど は 


ER ORR aC, 之 に 少量 の 泥 質 岩 , 
fava RAKE EES o TERI 
岩 類 は 古 期 と 新 期 の も の に 分 類 出来 る 。 
eR Fr Ra (7b he CEL 融合 岩 化 作 
用 に 依 つ て HOO oR a 7 fd BS 1S 
DAS. ABASIC Ih CE 
mmt—kt SZ. GEM Maes he 
foliation と lineation Z3AARE<G, その 
File EML HORA RA OLNSE & 整合 的 で 
E7PIMAY CH So RATERS AS 
RH RARO ERE PURE OWE 278 
整合 的 に 切る 。 HWE L HARD feng & 
目的 と し て 12 RHORAKCHY TC BE 
構造 解析 を 行 つ た 結果 は 肉眼 的 な 観察 に 
依る 構造 と 一 致し て いる 事 が 分 つた 。 
(Jour. Sci. Hiroshima Univ., Ser. 
C, 3, 148~213, 1960) ChE ED 


8469, Ireland, Connemara の 績 状 
faFaig Evans, B.W., Leake, B.E. 

Ireland 西部 , Connemara HERD 
ERIS HORA ac LOT 構成 され る 。 
x Dil F5 Pa tk RPG & BHR 
ERM MAMET A!AS, Maytag, eve 
A RARE, PRIA, BIER ERS S 
CLE bSo KAROIMAILAAICA, # 
長石 の 各々 に 富む 部 分 の alternation に 
よる 。 この 纏 状 角 関 岩 33 [Dae BEAD 
の 化学 分 析 値 , これ より 求め た フワ ルッ) 
ニ = グリ 値 , 微量 成分 の 分 光 分 析 値 , GD 
容量 比 を 掲げ 且つ 組成 鉄 物 の 性 質 を 調べ 
て いる 。 叉 単純 な 鉱物 組成 を 有する 角 了 図 
岩 を 選び , その 化学 組成 か ら 10 個 の 角 
隊 石 の 化学 組成 を 計算 に より 求め て い 
So 理 に 前 述 の 種々 の 結果 か ら 多 様 な 図 
を 挙げ , 玄武 岩 類 そ の 他 と 比較 し Con- 
nemara Oiietk fg as tc Os CRORE 
結論 を 述べ て いる 。 . 

HAR O RES GUO Eh & 関係 な く , 
構造 及び 変成 の 過程 の 結果 で あぁ る 。 FHP 


拡 40 BB KD OK RM BB 


AIHA Ct, SBR ORKE 
Y’ の 増加 は mg の 減少 と 共に 2V。 の 
減少 を 伴う 。 福 色 角 阿 石 類 は 緑色 の それ 
ょ より も Ti に 富み , 上 征 つ 高 変成 度 想 に 現 
われ る 。 KRALL MBO RAD 
AM, 一 般 に は 中 性 長石 で ある 。 MAE 
ANE U—- 74 }—KRY-—741>CHY, 

Pali -iOMHEHO rk) Mn 
に 富ん で いる 。 MRAM BOL SL 
その 変化 径 路 は , WV-OMMEREO 
それ ら と 良く 似 て お り , =7 VERVE 
量 成分 も この fale SHER eR LILA 
次 し が た くく OO — 9 Vee nora 
の 疾 岩 及び 漢 灰 岩 源 で あぁ ろう 。 (Jour. 
Petr., 1, 337~363, 1960) (KB 


8470, Ceylon, Polgahawela 附近 
ORE © a= Cooray, P. G, 
Kumarapeli, P.S. 

セイ ロン 8, Polgahawela 附近 の 
Gangoda で は charnokite と 細 壮 黒雲 
RETREAT So 黒雲 母 片 麻 岩 は 斑 
質 岩 を うす く 伴 い 。 BONT 394 PAK 
に 講 所 に て 切ら れ て いる 。 この 片 麻 岩 中 
に 黒雲 母 一 理 線 石 一 鋼 玉 片 麻 岩 が 極め て 
DORA BT o CNST TY 
イト 脈 に 切ら れる と , その 部 分 で は 鋼 玉 
が み ら れ な い 。 SHEL ATI CUE EE 
2, thet 4:02, No=1.770 ¢HZ> 
鋼 玉 の 生成 に は 'SIO。 に 乏しく , Al,Og 
に 富む こと が 必要 で ある 。 COME 
成分 化 作 用 に よる も の で , 黒雲 母 片 麻央 
中 の ALO。 の migration 2 diffusion 
に 帰 因 する 。 WEL L Cl BOR 
ADE hn OVER LARCH So ペグ マタ 
4b MRICDSNSMBAN 鋼 玉 を 欠く こと 
は , 単に 部 分 的 な Al。O。 の 量 の 変化 か 
或 は 含 鋼 玉 帯 か ら ペ グマ タイ ト へ の Al。- 
O; の migration に よる 。 (Geol. Mag., 
97, 480~487, 1960) [KEI 
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8471, Alaska Juneau 金鉱 床 R.G. 
Wayland 

Alaska Juneau 人 金鉱 床 は Triassic 
又は それ 以前 の Perseverance slate 中 
に ある 石英 脈 に 伴う 金鉱 床 で ある 。 BH 
床 は 数 時 か ら 2~3 Rif CH~HK 10 7K 
の 長 さ の 不 規 則 レ ンズ 状 鉄 脈 群 より な 
り , 個々 の 鉱脈 は 連続 性 は な い が , BRE 
帯 と し て 連続 し , Sibi That OSE 
iia kU green stone の 小岩 脈 の 多い 
区 域 と 一 致す る 。 母 岩 は 強い 変質 作用 を 
受け た 部 分 で は 福 色 黒雲 母 ,。 鉄 白 雲 石 
Heh, Ae BRATEUTWSo 

Au の 僅少 の も の が 脈 か ら は な れ た 変 
質 火 成 岩 中 に ある が , 殆ど 石英 脈 中 に 限 
られ る 。 他 の 硫化 鉄 物 特に 磁 硫 鉄 鉄 は 脈 
中 より むし ろ 変 質 さ れ た 央 成 岩 及 び 千 枚 
BCS MEET SERA Ms RK 
FARRGR, GitAeRGA, 磁 硫 ROK, PL HE aA 
鉄 , 四面 鉛 鉄 , Bashek, Areagk, ese, 
GRR SC RARE, KAS 
A= Ctl RVEA, ERB, RAGERE, 
WRA BRR Aika, Bey Ty Bb, 
電気 石 , 金 紅 右 等 で ある 。 

SCH Ik zoning が 見 られ , 北西 よ 
り 南 東 に 向い , 磁 硫 鉄鉱 か ら , PORRGSGK, 
方 倫 鉄 , 硫 克 鉄 鉄 へ と 主要 鉱物 の 量 比 を 
変化 し それ に つれ 北西 部 で は 石 黄 脈 も 
太く Au/Ag は 7:1 で あぁ あり, BRITA 
うに つれ 脈 も 小 脈 に わか れ , 1.5: 1, 1:1 
と 変化 し , 南東 端 の 鉄 床 で は Ag は Au 
DRG LAS. COM LHEAD SR ad 
Pads DPERICIAIV>, hypothermal か ら 
mesothermal へ と 移行 する 。 (N. Jb. 
Miner., Abh. 94, Festband Ram- 
dohr, 267~279, 1960) [鈴木 〕 
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8472, South-Greenland, Ivigtut 
の 水晶 石 鉱石 の 共生 関係 Pauly, H. 
Greenland の 水上 唱 右 に つい て は 古く か 
ら 研 究 が 進め られ て いる が , 著者 は これ 
CHES SPS HHA LT 
WAL, その 生成 温度 を 推定 し て いる 。 
nami kA, BRK, 石英 , BE 
SOB, FeOSK, BRAGK, BPSK, AGe 
ECL, HPS, PORIAGK, DOT RAGK, 
RERSAGK, PRRLGREK, FSG, PEK SAeK, 
VY —Bh, BEGKSK, キュ ー バ 鉱 , Welt 
鍵 鉄 その 他 を 伴う 。 隊 亜 鉛 鉄 中 に は FeS 
11.20~16.519% を 含む ほか CdS 0.19~ 
0.229, CuS 0.14~5.43 を 含有 し , = 
れ を Kullerud 法 に 適用 すれ ば 510°~ 
590°C OfFtARFo FP PUY SKI 
TERRRAGK PPAGK cls BIS 
が 観察 され る 。 し か し , kHH—BRK 
に 伴う 石英 は 一 般 に 低温 性 の 結 品 形態 を 
示し て お り , 水 卓 石 自 身 の 生 成 温度 は 
590°C 以下 と 推定 され る に し て も, まだ 
多く の 任 問 が 残さ れ て いる 。 (N. Jb. 
Miner., Abh. 94, Festband Ramdohr, 
121~139, 1960) CBB) 


8473, 硫化 鉱 体 の 酸化 作用 , 1. EHD 
び pH 条件 Sato, M. 

風化 作用 を 受け や すい 所 と , 受け が た 
い 深 部 で の , 酸化 電位 と , pH 値 に つい 
て , 硫化 鉱 録 体 の 酸化 作用 を , 3 つの 面 
か ら 研 究 し た 。 Eb, 鉄山 地域 の 天然 水 
の Eh 値 と pH fxr ze, HARVUUNT 
測定 し , 又 鉄 及び マン ガン 塩 の 水落 液 の 
宰 気 酸化 に つい て 実験 し , 天然 の 系 で , 化 
学 人 的 鉱物 学 的 な 要因 に つい て , 理論 的 に 
BELT. 風化 地 辛 の 酸化 電位 は , BAO 
民 元 機構 が 非常 に 関係 する こと が わか つ 
た 。 水落 液 で は 酸素 が 人 居 元 され る 途中 で 
過 酸 化 水 素 が 生成 し , この 過 酸 化 水素 は , 
天然 の 系 の 中 に 普通 に 存在 し て いる 種々 


な 元素 が 触媒 的 に 働き , 酸素 と 水 と に 分 
解す る 。 HO, と O。 と の 問 に は この 様 
な 可逆 反応 が ある の で , 風化 地帯 の 酸化 
電位 は H,O,-O, の 一 対 の 酸化 還元 電 
位 , Eh = 0.682 — 0.591 + 0.0295 log 
LG に よっ つて 左 有 され る 。 深い 所 で 
の 酸化 電位 は , 岩 右 中 に 普遍 的 に 存在 す 
BRA TY DO 酸化 層 元 機構 が 大 きく 左右 
し , その 下限 は magnetite の 酸化 選 元 
電位 に 相当 し , 上 限 は siderite の 加水 分 
解 に よる 酸化 電位 の 最大 値 に な る 。 ME 
れ ぞ れ の PH 値 の 範囲 は , 第 1 鉄 イ オン の 
酸化 電位 で 与え られ る PH 値 が 下限 と な 
り 上 限 は , CO,-CaCO,-H,O 系 の 平衡 を 
考慮 し て 約 PH 10 以下 と な る ?。 (Econ. 
Geol., 55, 928~961, 1960) (KEE 


8474, 滑石 鉱床 の 成因 的 研究 
Uchida, Y. 

滑石 鉄 床 に は 日 本 に 見 られ る よう な WE 
紋 岩 源 の も の と , 満州 朝鮮 の マグ ネ サ 
イト 源 と の 両者 が ある 。 筆者 の 研究 し 
た 四国 ・ 泌 州 の 滑石 鉱床 は , IG 絞 岩 源 
の も の で あり , これ を (1) MRS 
の 熱 変成 作用 に よ ょ つて AML 7: HR GK 
PR, (2) 酸性 深成岩 の 熟 水 変成 作用 に よ 
つて 出来 た 滑 右 鉄 床 , (3) 主として 動力 
変成 作用 に ょ つて 出来 た 滑石 鉱床 に 分 類 
し , 各々 の 特徴 ・ 変 成 帯 の 配列 ・ そ の 構 
成 伝 物 ・ 化 学 成分 の 変化 ・ 滑 右 化 作 用 の 
時 期 ・ 鉱床 生成 温度 ・ 鉱 床 生成 過 竹 な ど 
に つい て 詳細 に 論じ て いる 。 (Mem. 
Ehime Univ. sect. 3, 4, 1~127, 
1960) [山岡 ] 


8475, 石油 生成 の 化学 的 一 面 
Hanson, W. E. 


石油 の 根源 は 動植物 自体 に より 造ら れ 
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る 炭化 水素 類 を 根源 と し な い (N. P. 
Stevens (1956) 一 派 の 考え を 支持 す 
る )。 この 考え は 最近 米国 に 於 て 増加 し つ 
あり 注目 すべ さこ と で ある 。」 原油 中 に 
は 一 般 に aromatic hydrocarbon が 20 
~30% も 含ま れ て いる が , 現世 堆積 物 中 
に は これ が 極め て 少な い 。 また 現世 堆積 
物 で は , 海 成 , 淡水 成 を 問わ ず , aromatic 
の 組成 が 石油 の も の と 較べ て 非常 に 簡単 
で ある 。 大 化 水素 が 現世 堆積 物 中 に 存在 
する の は 事実 で ある が , 地質 学 的 に 石 3 
根源 堆積 物 と 考え られ な い 堆 積 物 中 に 存 
在 す る の も 事実 で ある 。 上 述 の 見 地 か ら 
次 の 如き も の を 石油 根源 物質 と みな し , 

その 化学 組成 , ZLOB & FR Keo 

lipid (脂質 ) は 200°C 以下 で 種々 の 
aromatic hydrocarbon を 生じ , 2O2# 
化 は 自然 に 於 て も 起り 得る だ ろう 。 特に 
carotenoid は 価 千 年 も の 長期 間 に わ た 
り 堆 積 物 中 に 残存 し , これ が 低温 の 
pyrolysis で 種々 の aromatic に 変化 す 
る こと が 知ら れ て いる 。 脂肪 酸 は 昔 か ら 
右 油 根源 物 と し て 認め られ て いる が , こ 
れる も 低温 で 変化 し , 種々 の polycyclic 
な naphthenic, 


aromatic hydrocar- 
bon に 変化 し 易い 。 原油 中 の naphthenic, 
aromatic hydrocarbon の 説明 に 都合 よ 
い 。 看 自 質 は 従来 簡単 に 分 解 さ れる と 療 
ASNC?AS, Abelson (1954) yd 
り , アミ ノ 酸 が 地質 時 代 堆 積 物 中 に 存在 
する こと が 発見 され た 。 MAT > 7 MIX 
低温 度 分 解 で アミ ノ 基 が 除去 され , 
pentane か ら す べ て の 炭化 水素 に 相当 す 
る 構造 を 生ずる こと が 知ら れ て いる 6 こ 
れ は 原油 中 の paraffinic hydrocarbrn 
の 説明 に 都合 が よい 。 (Researches in 
Geochemistry, New York, 104~117, 
1959) (HA) 


8476, Gulf Coast 地域 の post- 
Eocene に み ら れ る contemporane- 
ous fault Hardin F. R, Hardin, 


GAG: 

Gulf Coast の post-Eocene の 地層 
に は , 数 多く の contemporaneons fault 
が み ら れ る 。 これ は , 
faults’, ‘“‘progressive faults }% 
ば れ た も の で ある 。 何れ も , PREC HE 
BOR SMHML, 且つ 若い 地層 ほど ょ よ 
く これ が 発達 し て お り , 各 の fault block 
の 上 位 の 地層 の 分 布 や 形 は , WED 
積 面 の それ に 支配 され て いる 。 Gulf 
Coast area Gli, 


Gulf Cretaceons flexure, 


“‘depositional 


Jurassic flexure, 
Wilcox 
(Eocene) flexure, Vickeburg (Oligo- 
cene) flexure KU post-Discorbis 
(Miocene) flexure が みとめ られ る が , 

この 種 の 断層 群 は , Vickeburg flexure 
か ら downdip の 方 に あたる , 湾岸 に 平 
行 す る 構造 整 に か ぎら れ て いる 。 この 
flexure zone は shelf break (shelf 
edge) を 切 つ て 堆積 物 が , 傾斜 と 厚 さ を 
増加 する よう な down dip zone に 相当 
LtTBY, ZH Culf Coast DAO 
Cenozoic beds に まで 反映 させ て , 広域 
的 な contemporaneous fault 2345484 
る よう に な つた も の で ある 0 fh Gulf 
Coust 地域 の 地層 の 堆積 速度 は , Cret- 
aceons 以後 , 次 第 に 増加 し て お り , 各 時 
階 の 最大 値 で みる と Eocene で は 2cm 
(100 年 に つき , 以下 同 ), Miocene で 
8.lcm, Pleistocene - Recent で , 12.2 
cm で ある 。 こ の 地域 の contemporan- 
eous fault の 存在 は , この 堆積 速度 の 増 
加 と 沈降 作用 と に 関係 する も の と BRB 
れる 。 要する に この 地域 の 普遍 的 な con- 
mp・fault は , piercement type Oh 
ドー ム に 関係 し た も の を 除け ば , Kuenon 
Ox “ont-building” に 属す る る も の 
で , slumping に より , 前 述 の flexure 
zone に 沿う て 形成 され た も の で ある 。 

(Bull. Amer. Assoc. Petrol., 54. 
238~248, 1961) [加藤 〕 
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投 BH 定 投稿 者 は 次 の 点 に 注意 し て 下さ い 。 


1. 論文 は 和文 又は 英文 原著 と する 。 和文 原稿 は 原稿 用 紙 に 当 用 洪 池 を 用 いて 横 書 ) 英文 


原稿 は タイ プラ イト する こと 。 


2. 図 は 白紙 は 青色 印刷 の 方 眼 紙 に 墨 又は 黒色 イン ク で 大 きく 画 き , 1/2 MI 1/3 な 
ざ ど に 縮小 する の に 適する よう , 文字 や 記号 を 大 きく 書く こと 。 特 に 折り 込み 図 の 原稿 は 


細部 まで 明瞭 に 書く こと 。 


3. 引用 文献 は 論文 末尾 に 引用 順に 一 括 し て 認 た め , BH, 表題 , 掲載 誌 叉 は 単行 書名 


巻 , 頁 , 年 等 の 順に 記す こと 。 
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